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職掌からみたカローシュティ一文書中の
　　　　　　Cojhboと漢語の主簿

市　川　良　文

は　じ　め　に

　1901年，スタインがニや遺跡において本格的な調査を行い多数のカローシュティー文書

を心高して以来，その後の日中共同調査による調査蒔に収集された文書まで含めると，現在

までに，ニや遺跡を中心とした地域からは合計800点余りのカu一シュティー文書が将来さ

れている。これらニや遺跡を中心とした地域から発見されているカローシュティー文書には，

様々な官職名が記載されている。その中でも特に重要な役割を果たしていたと考えられる官

職に，Cojhboと呼ばれる富職がある。この官職名は，欧米の研：究者によって　℃overnor

of　the　province’と訳され，また中国の研究者たちによっては「州長」と訳され，都善王

国の支配下にあった各オアシスにおいて行政を司る富職であったと理解されている。我が国

においてもまた，鄭善王国の地方行政上璽要な役割を果たした蜜職であると理解されている。

実際，文書の内容を検討すると，このCojhboという富職にあるものが様々な役翻を果たし

ていたことがうかがえる。カm一シュティー文書解読の当初から，Cojhboについてはその

外来説が説かれており，かって榎一一雄が指摘し，近年では山本光朗もそれを支持するように，

中主の官職名である主簿が借用されたものと考える見方が出てきている。そこで本稿では，

カm一シュティー文書において，Cojhboと呼ばれる富職にあるものが実際にはどのような

役割を果たしていたのかを検討し，それを主簿にあてることが妥詣であるのかどうかについ

て，若干の考察を試みたいと思う。

王　Cojhboをめぐるこれまでの理解

　まず，カローシュティー文書にみられるCojhboという窟職名についてのこれまでの研究

を簡単にまとめてみたい。

　すでに述べた通り，カu一シ＝ティー文書にはCojhboという窟職名を持つ人物が，いろ

んな形で登場している。このCojhboという金葉が何を意味するのかということについては，

カw一シュティー文書の文法研究と英訳とを出版したBurrowは，　Colhboを　t£he　com－

mones£　of　all　the　locai　titles’と理解した。　L　Kh．　D．：90は，　Cojhboについて，①約40
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人の人物がこのCojhboというtitleを持つこと。②文書中に出てくる位置から覇断して，

CojhboというtitleがOgu，　GttSura，　Kala，　Car泌（uraといったtitleに次ぐランクにあっ

たこと。③その一方でCojhboの地位にあったSompjakaという人物がCad’otaにおいて強

い支配権を持っていたこと。④Cojhboという地位にあった人物には司法，行政（徴税な

ど）双方の職掌があったこと。⑤さらには軍事面にも関係していたこと。⑥彼らの地位は

6guなどの地値に比べるとそれほど高位ではないが，王国め行政において最も活動的な役

綱を担っていたことなどをあげている。また，Cojhboという言葉慮体については，　Krora－

inaのnative　laRguageがlhb（＝zb）の子音を持たなかったと考えられることより他言語

からの借用語と理解し，Konow　1935：772　ffがMaralbasi写本にでるCazbaをカra・一シュ

ティー文書のCojhboに比定していることや，　HeRning　1936：12がカm一シュティー文書

のCojhboをAv．　cazdahvaRtに由来すると指摘していることなどを紹介している。また，

T．Kh．1）．二149では，　K：onow　1937：234　一　40の所説を引用して西北インドの碑文に現れる

cobuva一との関係を櫓卜している。　L，　Kh．　D．：90においてBurrowがCojhboと他の欝血

との関連について先行研究を引用しながら述べる捲摘は，Bailey　1949：127にもみられる。

Bai玉eyはその中で，　Burrowよりもやや詳しくKoRowやHenningの研究成果を引用し，

Cojhbo　・　Cazbaの理解を示しながらも，　その遡源については，　Cojhbo　de　01d　IraR，＊

Xsaθra－pavan一¢satrap’に由来すると考えている1）。これに対しThomas王944：53，58は，

Colhboを『漢書選巻96上　西域伝　鄭善國条に記載される密職名且渠と岡一視し，窟職

名よりもむしろ身分的地位を意味するものと考えている2）。Thomasは，木簡No．088［Kh．

Ll：34］の用例にcqjhboana　hranaya　ipipeya§a　cαとあり，本四No．576［Kh．1．豆：213］

の用例にoo勉δoαπ勿z　yitαha　vuhto§a　caとあってCojhboが複数形で使用されている一方

で，同一一人物と思われる人物が木簡No。019［K：h．1．王：7］でco弗δo々ranaya　sothamghα

IPiPeyasa　cαと記され，木簡No．003［Kh．1．1：1－2］でcoブ肋。　yπα々αtomga　vukto5α　cα

と登場するなど，別々の称号を帯びていることから，Cojhboは宮職名であると考えるより

もむしろ身分的地位を示す称弩であり，高位の窟職一般に使用されたものと結論している。

しかし一方で，ThomasはCojhboが世襲劇であったとは考えておらず，1葎ごとに更新さ

れる中央からの任窟とし，またその他の賊名として，KoriやCuValayinaなどがCojhbo

より先行して文’書に記載されることから，これらの宮職が地方において特別な地位を保って

いたと考えており，Thomasのいう身分的地位を示す称号という理解が，密職名と理解す

1）Baileyはこの他にもPelliotやLauferの説にも言及しているが，それlrl　Zsaθra－pavan一に関す

　る諸説であり，ここでは骨接関係しないと考えられるため深くは触れない。

2）ThomasのCojhbo　＝＝且渠の銘定は豪語学的にみても無』理があると思われる。また，且渠につい

　ては，林1988：638や孟1995：304など申国の研究巻の研究では，文轡にみられるCarpkuraと

　いう官職があてられている。Ca甲kura瓢且渠の当否については，検討するだけの準備を持ち合わ

　せないため，しばらく措くことにしたい。
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ることとどれほどの違いがあるのかということはThomas二身の中でもはっきりとした区

別があるようには思われない。さらにThomasによれば，こういつたCojhboの使用は，エ

ンデレ出土のチベット語文書（c．8c．）にみられるrtse－rje‘head　chief’に対応しているとい

う。ここでThomasはjo－co，　jo－bo，　co－joといった用例もあげているが3），これについて

はBailey　1949：127が指摘している通り，妥当性を欠いていると考えてよいと思われる。

このようにThomasの所説は，イラン系言語からの借用とみるBurrowやBai至eyなどの理

解とは異なって中園の官職卸量渠の音部とみるなどいくらか隔たりがあるが，他書語から借

用された官職名であるという大筋ではやはり共通した理解であると思われる。

　その後，榎一雄は榎1971：357において，鄭善王国の行政制度についてカu一シュティー

文書からその概略を述べ，その申でCojhboについて，「このほかに文書に最も頻繁に出て

くるのは，チョーズボーcozboという，身分とも嘗職ともとれる名称で，この名称をもっ

た倉入が行政・司法・財政のあらゆる部門に関係している。中には王からチャF一タの行政

の全権を委ねられたソームジャカSorpjakaのような人もいる（文書二七二）。私はこの

チョーズボーは中国の官名主簿に由来するものではないかと考えているが，明らかでない」

とし，Cojhbo（繍Cozbo）4）と主簿との関係を示唆した。ここでは榎はCojhboが「身分と

も官職ともとれる名称」としているが，その後の文脈から判断する限り榎がCojhboを窟職

名と考えていることは明らかである。しかし榎はCojhbo＝主簿とするその異体的な根拠を

示していない。だが近年に至って，山本1996：　llOはColhbF主簿の対応が榎によってな

されたと理解し，さらに山本1997：105においては，Cojhbo＝主簿の比定が榎によってな

されたとする理解がみられるようになった。またこれら榎の見解や山本の見解とは劉に，

Cojhboを主簿の音写とみるものがある。　J［lvaTBxHcKMCa　1992：96カiそれで，　Cojhboはイン

ド，イラン語から解釈することはできないとし，MeKbmvaKOBの説として，　Cojhboは主簿

の音写語であるという理解が示されている。その他にも中国の宮名が導入されたとみるもの

として，Mukherjee　1996：48がある。　MukherjeeはCojhboを握玉出土漢文文書にみられ

る「楼貫主国」の主国にあてている5）。

　以上，Cojhboという言葉をめぐるこれまでの研究を簡単にまとめてみた。これによってみ

3）rtse－rjeは岡二代の漢文文書などにみられる節児に比定されている。　rtse－rje節児については

　Thomas　l951；藤枝1961；山口1980；揚1997などを参照。

4）jh・・zについてはBurrow　1937：l12を参照。本来ならばCojhboをCozboに表記しなおすべき

　であろうが，引用の関係上煩雑になるのでここで｛S　Cojhboの形のまま弓踊することにしたい。

　その他人名なども，その後の研究によってKh。1．1豆顯のtrans．が補正されているが，本稿では

　Kh．1．1同等の表記に従った。

5）楼蘭出土の漢文文書に関しては，厳1963；林1985；長沢1996：163－242；伊藤1999などの研究

　を参照した。MukherjeeがColhboに対応すると考えている「楼蘭主用」は，ヘディンが三三で発

　瀕し，Conradyが釈塗した紙片断片C1樋9－7［Conrady　i920：97；楼蘭王999：204－5］にみ

　られる。しかし，言語学的にみてCojhbo＝主国とみなすことはできないだろう。榎1965：51－4は

　この「楼繭主国」の主国をカローシュティー木簡にみられるraladhara垂aに対癒するものと考え

　ている。なお「楼蘭留国」については小山1980：827　一　35；山本1999：34－5なども参照されたい。
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ると，Cojhboという言葉がofficial　titleであり，かっ他雷語からの借用語とみることは，諸

先学の間においてもほぼ共通してみられる理解であるといえる。しかし，その遡源について

は，先学によって若干の違いが生じている。BurrowやHenniRg，　Konow，　Baileyといった

研究者においては，Cojhboという薄葉がAv．やoid　Iran．といったイラン系雷語からの借用

語と考えられているのに対し，榎以後では異体的な根拠は示されないものの，Cojhbo　・・主

簿という漢語からの借用と考える研究がみられるようになったのである6＞。このように，こ

れまでの研究ではCojhboの持つ音素がどの言語からの借用なのかという点に重点が置かれ，

その遡源が議論されてきたといってよい。しかし，より具体的に文書にみられる職掌からの

検討が舶えられるべきであろう。では，実際にカm一シュティー文書においては，Cojhbo

は具体的にどのような職掌を担っていたのであろうか。以下においては，カU一シュティー

文書にみられる事例を具体的に検証しながら，Cojhboという官職が果たした役割について

検討を加え，Cojhbo　＝主簿と考えることが妥当であるのか否かを探っていきたい。

ll文書の年代からみたCo海boと主簿

　さて，本節以降においては，カローシュティー木簡にみられるCojhboの具体例を通してそ

の実態について検討を加えるが，その前に，1つ確認しておきたいことがある。それはカロー

シュティー文書の絶対年代についてである。カU一シュティー文書の絶対年代については，

すでにStein　1907：370－1が指摘している逓り，スタインの第1次中央アジア探検時の発

掘調査において，ニや遺跡N5－15遺構から多くのカu一シュティー木簡とともに泰始五

年（269）の紀年を持つ漢文木簡が発見され，その当初から269奪を含む年代が想定されてい

た7）。その後Brough　1965：600　一　5は，スタインによって将来されたカローシュティー木簡

中76点の紀庫を持つ木簡のうち，Arpgoka王の17年に初出する王の称号∫i伽pghaを中国

の待中が丸写されたものと考え，『習書』巻3武帝紀の記載によって侍中の称号が都善王国に

導入された年代を算定し，Arpgokaの17年を263年目した。またBrough　i966：169は螂

善王国の歴史を3つの聴期に区分し，第1期をクシャーン朝支配期，第2期を独立期，第3期

が中国の宗主権を認めた時期と考えている。その後払1967：12－5は『初学記』の記載か

らBrough説に若干の補訂を加えA颯gokaの圭7年を283年とした。さらに長沢1976：97・一

102は齋の西域経営は魏のそれを引き継いだものとしてA颯gokaの17年を228隼に比定す

6）ただし，これらの研究とは異なり，中国の研究奮たちはCojhboに対して慎璽である。林1988

　や蓋1995などをはじめとする中国の研究者たちによる一連の研究では，先述の通りCojhboは州

　長と訳されているが，それがイラン系言語からの借用であるか漢語からの借用であるのかについ

　ては沈黙している。

7）ただし，後述するBroughの研究以前には，カv一シュティー木簡の無代について3世紀とみ

　るもの，5世紀とみるもの，7世紀とみるものがあった［Th◎mas　l934；榎1965］。
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るにいたっている8）。このようにAr＃gokaのi7年を何年と考えるかについては先学によって

若干の違いはあるが，A単gokaの圭7年を絶対年代化することでカv一シュティー文書の絶対

年代は算出されてきたといってよい。しかし，近・年日中共同ニや遺跡調査によって収集され，

報告書王；996：312－3にトランスクリプトされたカu一シ＝ティー文書の中に，Arpgol〈a

の8年と読みうる紀年を持つ矩形木簡に3iturpghaという称号が使用されているものがあり，

この例から侍中の称号が導入された年次については訂正しなければならない可能性が出てき

たのである。このカm一シュティー木簡91NA　19は文字の残り具合が不鮮明かっ断片的であ

り，Arpgokaは読みようによってはVa§maRaの可能惟もあり，実際，林1999：264はA単一

gokaではなくVa§rnanaと読んでいる。この木簡にはP藤yaという人物とCamakaという

人物が登場するが，この二人と同名の人物が登場し，なおかっ紀年を脊しているカra・一シュ

ティー木簡には，タクティ形木簡No．204［Kh．1．1：79　一　80］と矩形木簡No．678［Kh．1．　ff：

255］がある。木簡No．204はVa＄manaの7年の紀年を持ち，木簡No。678は3三名，紀年がと

もに不明であるもののRapsonによってVa§manaの6年目比定されている［Kh．1．璽：328〕。

確かにこれら木簡No。204と木簡No．678に登場するP奮iya及びCamakaが，91　NA　19木簡

に登場するP惹iya，　Camakaと同一人物であるとはにわかに判断はできないが，これまでの

木簡の例で考えると∫i鋤pghaの称号がA！pgokaの17年以前に使用されているものはない

し，同一人物である可能性は高く，今のところ木簡91NA　19は林が指摘したように「Arpgoka

の8年」ではなく「Va§manaの8年」の紀年を持つと考えておく方が良いように思われる。

　以上のように，時相ーシ＝ティー文書の年代は，先学の研究によって3世紀から4世紀に

かけての聴期に求めることができ，出藍及び＝ヤ遺跡から出土した漢文木簡の年代とほぼ璽

なると考えられる。その年代の重なるカローシュティー文書と漢文文書の中に，嘗職名とし

てそれぞれCojhboと主簿が登場するのである。例えば，　Kh．1．　ll；253所載のLA．　H．ii出

土襖形木簡No．・671があげられるが，内容は次の通りである。

　　［Obv．］

　　　　　　［so］　tu　te　valaga　trina　saryivatsari　paeavara　girpnidavo

　　……これら保護者は3年分の供給を受けるべきである。

　　［Rev．］

　　tu　［g．］　一　r［o］　cojhbo　rutraya　kitsaitsarpna　cauieya　signayasa　ca　dadavo

　　……Colhbo窟Rutraya，　K：itsaitsa出たちCauleya，　Signayaに与えるべし。

8）ただし長沢はその後補訂を加えている［長沢1996：323－42］。なお長沢1996：307はRapsonの

　整理した紀年文書の枚数を77枚としているが，紀年文書のうちNo．582はA珊goka　20年と

　Mahiri　4隼の2っの紀年を持っている文書であるから，枚数でいうと76枚が正しい。また，

　Rapsonらがまとめた資料集K：h．王．1鷹瓢の出版後，新たにBurrow　1937によって増補された木簡

　のうちに4枚（No．767，　No．77G，　No．777，　No．782），露中共同エや遺跡調査隊：収集木簡〔報告書

　IU］に4枚（91　NA　19，91　NS　9，93　A　27　F　3：7，95　No。3a），龍谷大学図書館蔵木簡1蓮池・

　布川1998］に王枚（No．lllG4）紀郊文書があるから，都合85枚の紀郊文書があることになる。
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　ここにはCojhbo宮としてRutrayaという人名が記され，王の命令書文書に特徴的な

“…… р≠р≠魔潤hという表現が用いられている9）。また，一方で楼蘭出土の漢文木ma　CH　733

［Chavannes　l913：158；楼蘭H：430］　Vこ二は，

　　A面

　　図〔］三□　　　泰始五年十二月甘八日〔］［21

　　　　　　　　俗心魔窟位官成岱凹

　　B面

　　露主簿梁鷹［2i］

とあり，泰始5年の紀年を持つ木簡に主簿梁鷺という人物が記されている。このようにカ

ローシ＝ティー文書と岡じ時期に属すると考えられる楼門出土の漢文木簡には，主簿という

密職名を持つ人物が登場する木簡が約20点存在しており，カw一シュティー文書に現れる

Cojhboと漢文木簡の主簿との間に何らかの関連を想定することは可能なのである。

　ところで，前述したように，Maralbas圭出土の一連のトゥムシュク・サカ語文書には，

Cazbaという単語が登場する。これらの文書はTIVM　162（1）一（6）とナンバリングさ

れた世俗文書で，7世紀から8世紀にかけての時期のものと考えられる10）。すでにKORow

1935：816でも指摘されているように，これらの文書に使用されるCazbaはその音価や使用

例からみてCojhboと同一の遡源を持つと考えられる。しかし，　Maralbasi出土文書とカ

m一シュティー文書の年代には，少なく見積もっても300年ほどの開きがあり，かっ

Cazbaという単語が持つ性格なども明らかではない。またトゥムシュク・サカ語文書には

Cam6i長蔓という漢語からの借用語もみられるなど，　Cojhbo＝Cazbaとみなすには問題も

残ると思われるω。

賑　漢文史料にみえる主簿の職掌

上述の通り，楼蘭から出土するカm一シュティー文書にはColhbo官という宮職名が，岡

9）一連のカローシュティー文書は，その内容から①王の命令書文書（dadavo文書），②証文文書

　（曲aridavo文書），③公務文書（vyalidavo文書），④リスト，⑤その他の5つに大別できる。

　これらの文書の特長については蓮池1999：284－91に詳しいので参照されたい。

10）これらの文書のうち，TIVM　162（1），　TW瓢162（2），　TIVM　l62（4），　TW鍛162（5）の各文

　書にWasudewaという王名がみられることから，クシャーン朝との関係が示されたこともあっ
　た（例えばK：onow　1935：775）。しかし，これらの文書に「長史」の音写語と考えられるca環§i

　が使用されていることなどから，Konow　1947はこれらの文書が唐代期のものであるとした。ま

　たeq　1991はこれらの文書にみられるgyazdi一を『新唐書』巻四十三下やその他のトルファン出土

　唐紅文書などにみられる「擦史徳」の音写と考え，文書に漢字の署名やCarp§i（長史）がみられ，

　醐指が示されていることなどから，文書の年代を658黛以後としている。

ll）Carp§iが長呼の音写語であることは，コータン・サカ語の例［高田1988：78］からみてもまず

　闘違いないと考えられる。しかしその場合，Ca卑§iとCazbaの関係，　CazbaとCojhboとの闘係

　が聞題となるように思われる。
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じく漢文文書には主簿という窟職名が記されるのであるが，両文書群が同じ時期に属し，同

じ地域で使用されていたと考えられる以上，Cojhboが主簿の借用語と考えられるならば，

そこには窟職の撞うべき役割について共通した理解が存在していたはずである。そこで，本

節ではまず漢文資料中にみられる主簿について検討してみたい。

　すでに引用したように，楼蘭出土の漢文文書には主簿の任にあった人物たちが登場する文

書がある。さきに引用した漢文木簡以外にも，主簿がみられる文書としては次のようなもの

があげられる。

　　CH［886　［Chavannes　i913：182－3；楼蘭1　：61－2］

　　A齎

　　　　　建興十八奪三月十七日粟懸胡楼□［］
　　E
　　　　　一一萬石銭二颪

　　B禰

　　重曹　　　　主簿［z

　　C1－13－1　〔Conrady　1920：90－1　；楼蘭1　：174－5］

　　A面

　　三月廿三日郡内具Z

　　大人坐論前者Z

　　後信希園圃疏の

　　西有識到錐不獲審Z

　　以旧歓嘉”即話者猛

　　B面

　　白泰文

　　主簿馬認

　　C1－13－2　［Conrady　1920：9G－3；楼繭1：176－7〕

　　A衝

　　麺｝沐子二匹買［］

　　官有不：得〔］懸□□

　　次以口口若不得者

　　綾目躍紫若綾紮

　　目買之

　　井蛇｝休子　馬窯簿念事

　　B面

　　雛曲筆玄十一月醗？

　　溜池［：］不転［＝〕

　　高説内［コ歴圃？



　　30　　　　　　　　市崩農文

　　遠不法来臨？［］

　　弔事回暦多〔〕

　　麦一愈卒不多

　　CH　922［Chavannes　19i3：190；楼繭R；396－7〕

　　張主簿前

　　八月’甘八H楼蘭臼蓋難催面白冠辞

　　図〔］［III鱒鰯？山雀驚心素望

　ただし，これら楼蘭出土の漢文文書は内容が断片的で，残念ながらこれらの文書から具体

的な主簿の職掌をうかがうことは難しい。

　主簿は漢代以後中央及び地方に置かれた官職であり，文書，簿籍の管理などの職掌を苛い，

橡史にあってはトップクラスの地位にあった。選書』巻24職酵母12）によれば，

　　縣の大なるは令を置き，小なるは長を齪く。磁簿，録事史，主認室史．，門下書佐，幹，游徹，議

　　生，循行功旧史，小史，廷檬，功曹史，小史書佐幹，戸曹操読響，法曹門幹，金禽賊曹橡史，兵

　　曹史，吏曹史，獄小史，獄門亭長，都亭長，賊捕撮等の員有り。

とあり，また『操典』巻33　春宮15至3）によれば，

　　漢の縣に丞，尉及び諸々の曹撮赤り。……脅の縣に主簿，功曹，出品，法曹，金，禽，賊曹撮，

　　兵曹，賊捕溜出の貴有り。……主簿は漢に之れ奮り。欝亦た之れ有り。他の史は多く闘す。大唐

　　赤縣に二入置き，他は縣に各々一一人，付箏誌面を掌り，点綴を省署し，縣内の罪違を糾正し，印

　　を幽し，紙筆を給す。

とあるから，これら楼蘭出土の漢文文書に現れる霊簿もまた，当地でも漢文史料にみられる

ような文書の整理等の職掌を担っていたと考えられる。

W　カm一シュティー文書にみえるCojhboの職掌

　上述の通り，楼蘭から出土する漢文文書には主簿という官職が登場し，当地において文書

の整理等の職裳を担っていたと思われるが，一方のカm一シュティー文書に登場する

Cojhboはどのような職掌を担っていたのであろうか。本節ではCojhbo窟の登場するカ

m一シュティー文書を取り上げ，聖者に共通性があるのかどうか，検討を試みたい。

　王2）『器書』巻24温品志の原文は以下の遡り。

　　縣大回置旧，小者鍛長。有主簿，鍛事史，主記霊史，門下書佐，幹，溝微，議生，循行功曹史，

　　小史，廷橡，功曹史，小史書佑韓，鐸曹操史幹，法曹門幹，金倉賊曹操史，兵蕾史，吏曹史，獄

　　小史，獄門亭長，都亭長，賊捕檬等員。

　13）『通二選巻33職嘗15の原文は以下の通り。

　　漢縣育丞，尉及諸曹縁。……欝縣窟主簿，功曹，廷檬，法曹，金，倉，賊曹豫，兵曹，賊捕縁等

　　員。……主簿漢有之。響亦蕎之。他史多閥。大唐赤縣置二人，他縣各一人，掌付事句稽，省署妙

　　囲，雨漏縣内葬違，監印，給紙筆。



職掌からみたカtS・一シュティー文書中のCojhboと漢語の主簿 31

　前述した先学の研：究にもみられる通り，Cojhbo官は鄭善王国の各地に配され，地方長官

の役割を担った同職であったと考えられる。現存のカローシュティー文書においては，

Cojhboの記載がある文書は，管見の限りでは総数で350点を数えることができる14）。それ

らの文書には，60名ほどの人物がCojhbo官の称号を持って登場しているi5）。これらの人

14）これらの木簡No．を示すと以下の通りになる。なおスタイン収集木簡についてはKh．1。IkM及

　びBurrow　1937の番号を，日申共同ニや遺跡調査隊収集木簡は報告書lHの番号を，龍谷大学園
　書館蔵の木簡は三池・市川1998の番号を用いている。
　　まず，スタイン収集木簡は，001，0G3，006，007，009，010，011，　G13，014，015，016，017，018，019，

　020，　e22，　023，　024，　026，　027，　028，　e29，　030，　031，　033，　035，　e36，　037，　039，　040，　Q42，　044，　045，　046，　e47，

　049，　050，　051，　052，　053，　055，　e56，　057，　058，　e61，　062，　063，　064，　068，　070，　071，　072，　e85，　086，　088，　e97，

　099，　100，　103，　104，　107，　113，　114，　l15，　118，　l19，　120，　124，　126，　127，　130，　133，　134，　i36，　138，　139，　142，

　144，　145，　147，　i50，　152，　153，　155，　156，　157，　158，　159，　160，　161，　162，　164，　165，　189，　192，　193，　194，　198，

　203，　212，　213，　214，　216，　217，　219，　222，　223，　226，　228，　229，　233，　235，　236，　243，　244，　246，　248，　253，　259，

　261，　262，　263，　265，　266，　267，　27e，　271，　272，　273，　275，　276，　279，　280，　281，　284，　286，　288，　289，　291，　292，

　293，　295，　296，　297，　305，　307，　308，　309，　310，　311，　312，　3i4，　315，　317，　318，　320，　322，　325，　326，　327，　329，

　330，　332，　336，　338，　339，　34e，　341，　343，　344，　345，　347，　348，　349，　35e，　351，　352，　355，　356，　357，　358，　359，

　36e，　362，　364，　366，　367，　368，　370，　371，　373，　374，　375，　378，　381，　384，　385，　386，　388，　389，　390，　391，　392，

　393，　394，　396，　397，　399，　4eO，　401，　403，　407，　408，　412，　413，　415，　417，　421，　427，　430，　433，　434，　435，　436，

　437，　438，　439，　451，　461，　468，　471，　470，　473，　477，　478，　479，　480，　481，　482，　490，　491，　492，　493，　494，　497，

　498，　5e2，　503，　504，　506，　507，　509，　515，　516，　517，　518，　52e，　521，　524，　526，　527，　528，　530，　532，　537，　538，

　54e，　541，　542，　545，　547，　550，　551，　554，　553，　556，　559，　561，　562，　564，　566，　567，　568，　569，　57e，　571，　573，

　575，　576，　577，　578，　579，　581，　582，　584，　585，　591，　592，　593，　599，　621，　625，　626，　629，　630，　632，　636，　637，

　638，　641，　644，　657，　671，　683，　706，　709，　711，　713，　714，　720，　723，　724，　725，　729，　732，　733，　734，　735，　736，

　738，743，　744，745，750，　751，759，764，765，767，769，771の各木簡◎

　　日中共岡ニャ遺跡調査隊収集木簡は，91NT　22，91　NA　14，91　NA　18，91　NA　20，9玉NK2，92

　MNB3，93　N　3　xB，95　No．142，95　No．161の各木簡Q

　龍谷大学園書冷蔵の木簡はNo．　lllO3。

　　これらのそれぞれにColhbo宙が登場する。中にはColhbo欝が複数記されるものもある。

15）CQIhbQ官として登場する人物たちとしては，管見の限りでは以下の人物たちが知られる。（）

　内は木簡N◎．を指す。これらの人物たちのうち，例えばNarptipalaとNalpdipalaは明らかに同
　一人物のヴァリアント表記と思われ，その他にもヴァリアントと考えられる表記があるから，60

　名ほどがCQjhbo窟として活躍していたことになろう。なお木簡No．は，明らか1：　Cojhboと記
　されるもののみをあげ，岡じ人物と思われるものの他の官職を冠せられ詑されるものについては，

　ここでは覇愛している。
　AIPaya　（7e9），　Opgeya　（332），　lrpdrasena　（318），　Karpci　（561），　Kaipciya　（592），

　Kapgeya　（437，　706），　KirtiSatha　（318），　Kunala　（022，　040，　064，　207，　119，　203，　515），　KuVineya

　（571），　KolPisa　（107，　13e，　214，　360，　392，　575，　625，　626），　Kranaya　（019，　022，　071，　088，　114，　119，

　126，　134，　155，　162，　165，　192，　243，　265，　340，　344，　400，　4e3，　413，　417，　43e，　435，　438，　439，　461，　494，　49Z

　498，　502，　503，　5e4，　515，　554，　636，　638，　641，　723，　734，　744，　745，　767，　771），　Ngaca　（e86，　127），

　Cakvala　（575），　Catarogae　（399），　Calma　（532），　Cinyasa　（399），　Cimola　（297，92　MNB　3），

　Jayatrada　（578），　；ivagama　（5e6，　7G9　（？）），　Takra　（318，　714），　Tagira　（713，　93　N　3　xB），　Ta－

　mjaka　（OOI，　Oe7，　e15，　024，　026，　055，　097，　13e，　139，　159，　367，　527，　541，　566，　575，　625，　724），　Tsmaga

　（e55），　Tsimaya　（769），　Tsmaya　（142，　156，　157，　158，　433），　Dadavala　（709），　Dhamasena

　（381），　Dharkena　（593），　Narptasena　（399），　Narptipala　（478），　Narpdipala　（32e，　95　No．

　161），　Namarajhma　（103，　12e，133），　Namarasma　（576），　Nastiipta　（152），　Patraya　（126，

　162，　492，　494），　Paltugesa　（683），　Pite　（332），　Piteya　（062，　259，　378，　91　NK　2），　Pgoa　（593），

　Birpmasena　（570），　Biipbhasena　（578），　Budharaefiiya　（288），　Bhagasenasa　（253），　Bhirnaya

　（014，　035，　e70，　509，　521，　657），　Bhimasena　（317，　550），　Mitrapala　（318），　Yitaka　（003，　Oll，

　023，　e28，　037，　042，　e44，　045，　049，　115，　124，　138，　189，　216，　226，　236，　266，　322　（？），　35e，　375，　399，　42i，

　427，　451，　468，　47D，　481，　516，　524，　540，　561，　576，　720，　729，　746　（？）），　YM　（062，　288），　RatasPa

　（040，　G64），　Raiprtsosa　（421），　Rutraya　（671），　Rapaya　（492），　Larsu　（343，　345，　401），

　Lustu　（327，　579），　LPipeya　（e86，　088，　099，　le4，　113，　118，　119，　126，　127，　130，　133，　136，　139，　145，

　15e，　153，　i60，　161，　164，　194，　430，　490，　517，　554，　750），　LPipe　（193，　198，　435，　438，　477，　515），

　LPimsu　（e72，　e85，　IOO，　147，　No．　l1103），　Vanarptasa　（582），　Vukto　（322，　407，　576），　Vugaca／
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物たちのうち，K：ranaya，　Ta覇aka，　Yitaka，　Lpipeya，　Sama§ena，　Sorpjakaの6名が

登場する例が特に多く，293点にものぼる。またこれらの人物たちに冠されるCojhboには，

さらにmaha1pね一，　maha一という称号が付される場合もあり，mahaipta一／maha－Cojhbo

と称されるのは上記の6名のみである。この事実から，［Atwood　1991：19δ］はCojhboに

は3種の意味合いがあったとする16）。しかし，これらmaharpta一／maha一の冠される文書は

証文文書などに限られた胴法であり，またGu6ura窟の職にあったものにも付されている例

もある（No．696［Kh。王．　R：26i］，　No．703［Kh．1．豆：264－5］）ため，敬称として用いられ

たと考えるべきであると思われる17）。

　さて上記35G点の木簡の中には，内容的に大々して①王の命令書文書，②証文文書，③公

務文書，④リスト，⑥その他，の各種文書が含まれている18）。これらのうちColhboの掲っ

x　（644），　Varpa　（581），　Viryavarpda　（055），　SamaQeRa　（eO6，　016，　039，　047，　049，　068，　124，　213，　223，

　226，　228，　236，　243，　284，　29i，　3e8，　315，　325，　326，　330，　347，　348，　362，　378　（？），　384，　390，　397，　399，　436，

　482，　493，　518，　528，　537，　538，　547，　550，　556，　577，　593，　759，　765，　91　NT　22，　91　NA　14，　91　NA　18，　91　NA

　20，　95　No．　142），　Sameka　（040，　064），　Simoiga　（055），　Suryamitra　（295，　582），　Soryijalca　（Oe9，　OIO，

　013，　e17，　e18，　020，　027，　029，　e30，　031，　033，　036，　046，　05e，　051，　052，　053，　056，　057，　e58，　061，　e63，　144，

　212，　214，　217，　219，　222，　229，　233，　235，　244，　246，　248，　253，　259，　261，　262，　263，　267，　270，　271，　272，　273，

　275，　276，　279，　280，　281，　286，　288，　289，　292，　293，　296，　297，　305，　307，　3e9，　310，　311，　312，　314，　317，　329，

　336，　338，　339，　341，　349，　351，　352，　355，　356，　357，　358，　359，　360，　364，　366，　367，　368，　370，　371，　373，　374，

　381，　385，　386，　388，　389，　39i，　392，　393，　394　b，　396，　408，　412，　415，　434，　471，　473，　479，　480，　49i，　5e7，　520，

　526，　53e，　538，　542，　545，　551，　553，　559，　562，　564，　567，　568，　569，　573，　578，　582，　584，　585，　599，　621，　629，

　63e，　632，　637，　71i，　725，　732，　733，　735，　736，　738，　743，　750，　751，　764），　Soipdara（532），　Smati　（732）．

　　なお，本文中に引用したカm一シュティー文書の私訳にあたってはBurrowの英訳　〔T．　Kh．
　D．］を参照した。本稿Appendix．2も参照されたい。

16）Atwoed　1991：195は，

　　the　term　cojhbo　is　trivaient　lt　can　refer　to　the　governor　of　a　province　＝＝　maha7？ita

　　cojhbo，　or　a　specific　subordinate　officer，　or　be　used　in　a　very　vague　sense　meaning　essen－

　　　tia薮y　officia豆．

　　とし，maha照ta一／raaha一のつく場合とっかない場合に，その性格が異なると考えている。

17）　C◎lhbo蜜にmaharpta一／maha一の尊称が付されている文書は，　管見の限りでは，　No．161

　maharptacojhbo　IPipeya，　No．162　rnaharptacojhbo　kranaya　sotharpgha　IPipeya，　No．259

　mahacojhbo　soi；ijaka，　No．288　mahacojhbo　sorpjaka，　No．307　mahacojhbo　sorlijaka，　No．

　385　mahapatacojhbo　somjal〈a，　No．390　maharptacojhbo　SamaseRa，　No．399　mahacojhbo
　yitaka，　No．　541　mahaiptacojhbo　tapajaka，　No．　585　mahacojhbo　sompjaga，　mahatacojhbo　so一

　廟akaがあげられる。しかしこれらの文書はすべて謹文（vyalidavo）文書もしくはその類型に
　分類できるものでありこ蓮池1999：288－9｝，いわゆる王の命令書（dadavo）文書£蓬池1999：
　284－7］にはmaharpta一／maha一の付されたColhbo宮はみられない。このことは，　maha甲ta
　一もしくはmaha一が冠されるものと冠されないものに，　Colhbo窟の官職としての性格に違いがな
　かったことを示すと考えられる。Gu6ura宮の例（No。696，　No，703）についてもまた，ともに王
　の命令書文書ではなく，その内容からみてvyalidavo文書に分類されるものと考えられる。

18）いまそれらの文書数を示すと以下の通りとなる。①王の命令書文書225点②証文文書34
　点③公務文書57点④リスト11点⑤その他23点。これらの分類は，①にはdadavo
　（与えるべし）及びそのヴァリアント／mahanuava　maharaya　lihati＿marptra　deti（偉大なる

　大王記す。……に命令を与える）のいずれかの記載があるもの　②にはdharidavo（保管すべ
　し）及びそのヴァリアントが記されるもの③にはvyalidavo（紐を解くべし）及びそのヴァリ
　アント／priya　devamamnuga。．．arogi　pre§eti（天人に勝れた……に健康をお贈りします）及
　びその類型／．．．padamularpmi（……の足下に）のいずれかの表現がみられるもの　⑤には判断
　するべき要素がみられないものという規準で行っている。上記の特長がみいだせない文書⑤には，

　いわゆる紀年文書も含まれるが，それらの文書は②に分類できる可能性が高い。その理由は，上
　手占の特長のうちdharidavo及びそのヴァリアントのみが紀年文書にもみられる特長（例えばNo．
　3正8）だからである。それらの文書を②に分類すれば，②は51点，⑤は6点となる。
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た職掌の性格を具体的に示すと考えられるのは，①王の命令書文書と③公務文書である。

また，これまでに発見収集されているカローシュティー文書800点余りのうち，王の命令書

文書に分類しうるものは全部で252点存在する。これらのうちCojhbo官に宛てられている

ことがはっきり確認できるものは202点にのぼり，王の命令書文書全体の80％を占あてい

る19）。これらColhbo官に宛てられた王の命令書はCojhbo官自身に対しての命令書簡と認

められるものが多数を占めるが，またColhbo密を介在して他の官職の地位にあった者など

に命令が下されている場合もある。このことはCo轟bo官が地方官として重要な位置にいた

ということの反証であるとも考えられよう。このように，王の命令書文書はCo蜘bo宮が実

際に担っていた職掌をよく示していると考えられる。そこで，これらの文書のうちここでは

王の命令書文書を中心に幾つか取り上げ，Cojhboの撫っていた職掌の性格を探っていくこ

とにしたい。

　まず木簡No．028（［Kh．　L　I：IO］）の例をあげておこう。木簡No。028はN1出土の模形

木簡で，Colhbo官YitakaとTorpga官Vuktoとに宛てられた王の命令書文書である。

　　［Obv．］

　　（　1　）　mahanuava　maharaya　lihati　cojhbo　yitaka　tompga　vuktosa　ca　rnatra

　　　　偉大なる大王濁す。　　　　　　Cojhbo　W　YitakaとTolpga宮Vuktoに命令を

　　（　2　）　deti　saca　yahi　eda　kilamudra　atra　eSati　pratha　atra　kala　purnabala　ni　1〈u｝ola

　　　　kulbhu　nama　yo　ca一

　　　　与える。さて，この封泥された撲形文書がそちらに届いたなら，ただちにそちらで

　　　　kala官PumabalaのKulbhuという名のkulola（？）が，

　　（　3　）　vala　leharaga　iga　gamisati　tasa　hastami　iga　visajidavo

　　　　ただちにLehara喜aなどの手によってこちらに送られねばならない。

　　［Rev．］

　　　　kalasa

　　　　Kala窟

　ここでlk　Colkbo官とTo覇pga密に命令が与えられているが，命令の内容はLeharagaへ

の間接的な命令ということができよう。こういつた例は，例えば球形木簡No，022［Kh．1．

1：8〕にもみられる。

　　［Obv．］

19）王の命令書文書のうち，Colhbo官以外に宛てられたことがはっきりしている文書は，わずかに

　35点しかない。それらは，K：ala，　Kitsaitsa，　Kori，　＄o㌻arpgha，　Tasuca，　Cuウalayinaといった官職

　にあった人物たちに宛てられている。また，注18）に記したように，mahanuava　maharaya

　lihatiという表現は王の命令霧文書に特徴的な表現といえるのだが，．．．lihatiという表現は雰常

　に限られた表現であったらしく，mahanuava　maharaya以外の主語でこの表現を用いている文

　書は7例しかない。　さらにmaharaya以外のはっきりとした空語を持つ文書でmalptra　detiと

　いう表現が使用されているものに盃ってはわずか3例のみである。



　　　34　　　　　　　　市川良文

　　　（　1　）　mahanuava　maharaya　lihati　cojhboana　kranaya　kunala　60thail｝gha　IPipeyasa

　　　　　　　ca　mamtra

　　　　　　　偉大なる大王記す。　　　　Cojhbo宮たちKranayaとKunala，＄o獅a甲gha宮しかipeya

　　　　　　　に命令を

　　　（2）　deti　saca　ahono　imade　IPimsu　一　一　duta　su“arnapa［la］sa　ca　dutiyae　khotamnarpmi

　　　　　　　gapadavo　arivaga　rutrayasa　sveyam　eva　gapadavya　IPirnsuasa　uta　2　ede6a

　　　　　　　与・える。さて，今ここからLPimsuが・…・■そしてSuVarnapalaが使節としてKh◎tanに行

　　　　　　　かねばならない。ArivagaのRutrayaが自身で行かねばならない。　Lpimsuaは2頭

　　　（　3　）　su“arna［pala］　rutrayasa　ca　一一一一一　一　na　garpdavya　ma　ipaci　vithana　kartavo　yatha　pur－

　　　　　　　viga　dutana　rajade　sarpmana　paeevari　ciipdidaga　tena　vidhanena　ahono　ede

　　　　　　　のラクダを駈有している。これらSuVarnapalaとRutrayaは………行く必要がない2e）。如

　　　　　　　何なる延期もなされるべきでない。以繭，使節のために王から名轡〔ある贈り物］と食糧が

　　　　　　　　この延期によって籏定されたように，今や……

　　　（4）　（indistinct　trace）

　　　　［Rev．］

　　　　　　　IPimsu

　　　　　　　LPimsu

この文書はKhotanへの使節に関する王の命令書文書と思われるが，やはりここでも

Cojhbo官たちに使節派遣を促す役割が課せられていると考えられる。

　　つぎに木簡No．564［Kh，王．　H：207］の例をみることにする。これはN24出土の撰形木簡

で，So鵬lakaに宛てられた王の命令書文書である。

　　　　［Cov．　一tablet，　Obv．］

　　　　　　　cojhbo　sompjakasa　dadavo

　　　　　　　Colhbo密Sor挿akaに与えるべし。

　　　　［Under－tabiet，　Obv．］

　　　　（　1　）　mahanuava　maaharaya　lihati　cojhbo　sopajakasa　mamtra　deti　sa　ca

　　　　　　　偉大なる大王記す。　Colhbo官SOIplakaに命令を与える。さて，

　　　　（　2　）　ahuno　iSa　kufiita　virpnaveti　yatha　etaea　unidaga　putra　gidiae　huati　Sraix｝marpna　Sr；pa－

　　　　　　　ipmena　vikrida　ari　garaspasa　var；iti　yahi　eda　kilamuyptra　atra　egati

　　　　　　　今ここに，Kufiitaがかく申し立てている。彼に養子に出された息子がいる。沙門Srrpa卑

　　　　　　　maによってAri窟（？）Saraspaに売られたと。この封泥された二形文書がそちらに届いた

　　　　　　　　なら，

20）T．K：h．　D．：5は，前後の文脈から，

　　　　　These　（people），　Rutraya　and　Su“arnapala　［．．．．

　　と補訳している。

must　go，　Lyimsu　need　（？）］　not　go．
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　　（3）　praiha　anada　pruchidavo　yadi　bhudartha　eva　hachadi　taha　na　dhaMa　unidaga　putra

　　　　arpnyesa　vikrinidavo　yatha　dharkena　nieeya　kartavo

　　　　ただちに油慧深く調査すべきである。それが本当である場合，養子に出された息子が売られ

　　　　るべきという法はない。法の如く，決定は下されるべきである。

　　［gnder－tablet，　Rev］

　　　　ku負itasa

　　　　Kufiitaに。

　ここでは，Colhbo官So甲jakaは，　KuAitaが提訴した案件についての調査を命じられ，

法に基づいて処理するよう命じられている。これによってCojhbo富が司法に関わる職掌を

持っていたことがわかる。Kuhitaは公務文書である木簡No．　569［Kh．　L　ll：209］にも登場

する。そこではCojhbo蜜SolplakaはKufiitaがそ4た養子に関する調査，判決を行ってい

る。

　同じCojhbo欝So窮aka宛の文書には，さらにさまざまな職掌を担っていたことをうか

がわせるものがある。皮：官文書No．272［Kh。1．1：102］はN5－15遺構出土の王の命禽書

文書で，そこではCojhbo　W　Sorpjakaに多くの命令が下されている。

　　［Obv．］

　　（　1　）　mahanuava　maharaya　［lihati］　cojhbo　sorpjakaQa　maiptra　deti　evarp　ca　janarpda　bha－

　　　　vidavya

　　　　偉大なる大王［記す］。CQIhbo窟Sor幻aRaに命令を与える。［そなたは3知らねばならない。

　　（　2　）　yo　likhami　saca　yahi　anati　didemi　rajakicasa　kridena　taha　rajakaryarpmi　ratradivasa

　　　　osuka　avajidavya　avi　sPasa　jivita　paricagena　anada　rae6idavya　yahi　khema　khotaili－

　　　　Rade　vartamana　hae5ati　ipathuami　mahi　maharayasa　padamularpmi　virl｝fiadi一

　　　　以下に記すことを。すなわち，王国の問題を処理するよう命令を与えた時，王国の問題に睡

　　　　夜励み，そして警護は身命を賭して勤められるべきであると。K：hema2DやKhotanから

　　　　　［何か3知らせが無いたなら，大王たる朕の足下に報皆書簡

　　（　3　）　lekha　prahadavya　avi　adehi　topaga　vuktoasa　hastaipmi　virpfiadHekha　prahidesi　tade

　　　　ahu　maharaya　sarvafiadarthemi　avi　paruvarsa　uvadae　supiyana　paride　sutha　atra

　　　　tumahu　upagapagidavya　huati　ityartha　tusya　rajiye　jarpna　nagararprni

　　　　　を送るべきである。また，そなたからTolpga官のVuktoの手に報告書簡が送られた。それ

　　　　　によって大王たる朕はすべて聞き及んでいる。また，先年Supi人たちから非常な脆険

　　　　　（？）3がそちらそなたたちに［あり3，そなたたちは王国の人々をまちに

　　（4）　asidetha　ahuno　supiye　［sa］rvi　gatarpti　yatra　purva　asidae　huaipti　tatra　asitarpti

21）Khemaは，置後漢書』西域伝にみられる拘三国にあたると考えられる。拘三国の比定問題にっ

　いては先学によって諸説あり，長沢1979はNinaに姥期するが，ここではKhemaと考える。こ

　れについては［Brough　1965：591－3］を参照されたい。
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　　　tumahu　rala環mi　niryo垂a　huda　avi　khota甲nade　yo垂aehema　ahuno　la顧奮a漁ci　la卑na

　　　lihidavya　sudha　nagara　raehidavya　avagithe　raji　japana

　　　住まわせたと。今，Supi人はみな去った。彼らが以鶴に住んでいたところ，そこに彼らは

　　　佐んでいる。そなたたちの地方に平穏が訪れた。またKhotanから平穏が［もたらされてい

　　　る］。今，LauAgaipaciの野々は書き留めるべきである。まちだけが守られるべきであり，

（5）　odidavya　na　bhuya　nagarapami　vihedidavya　avi　ca　paruvarsarprni　atra　rayaka　guka

　　　masu　sarpgalidaga　huati　ahuno　gruyati　eda　masu　masuvi　sotharl｝ga　drarpgadhare

　　　sarve　pariehinavitafpti　yahi　eda　aRadi－lekha　atra　egati　pratha　cavala

　　　王国の他の人々はそのままにされるべきである。再びまちに入れるべきでない。また，先年

　　　そちらに王国のSuka葡萄酒が集められた。今，この葡萄酒が＄o撫alpga宙の葡萄酒集積所

　　　ではすべて失われたと聞いている。この命令書がそちらに届いたなら，ただちに

（　6　）　paruvar6i　Suka　masu　lmavarsi　masu　sarva　sPara　sarpgalidavya　ekadegarpmi　nisirpcid－

　　　avya　avi　yatha　atra　yatma　parkutena　kuVana　tsarpgina　koyima［cth］ina　sarvatra

　　　Ragara－draipge＄u　arl｝na　samgalida　nihida　sa　arpna　asti　hutu　emeva　ahuno

　　　先年の蕊ka葡萄酒，今年の葡萄酒がすべて完全に集められ，一所に注ぎ入れるべきである。

　　　またそちらでYatma官のParkutaによって，　Kuウana，　Tsarpgina，　Koyi鵬a¢hina22）の穀

　　　物が，すべてのまちの集積所に，集積されたように，かの穀物は

（7）　kuVana　tsarpgiRa　ko［yi］　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．aipna　sarpgali［davo　na］garammi．．．．　ti

　　　hutu　avi　yapa　kala　Sighra　karyena　leharagana　iSa　rayadvararpmi　ga［chiSa］ti　yasa　asti

　　　st．ra　haehati　tade　nikhaiidavo　rajade　sama　sama　parikre　dadavya

　　　まさにある。今，K：uVana，　Tsarpgina，　Koyi［madhina（？）〕の穀物はまちに集められるべ

　　　きである。また，Lehara重aの迅速な働きによって，ここ王廷に派遣する場合，獣はその人

　　　に供出させるべきである。王国から等価の支払いが与えられるべきである。

（　8　）　yena　rajakaryani　na　irpci　SiSila　bhavi6yamti　avi　ghasa　abhithe　nagararpmi　saipgaiidag－

　　　a　hutu　capadri　kamarpta　rotam　curotua　ratradivasa　cavala　iSa　rayadvararpmi　visaji－

　　　davo　avi　gruyati　raji　jaipna　atra　purana［ga　n；ve］na　paro一

　　　王国の問題は，決して潔銘してはならない。また，飼料として相戯しいものをまちに集めさ

　　　せよ。Caipdri，　K：amamtaas），　Rotarp，　CurotUaを，夜に礒に，ここ王廷に送るべきである。

22）この部分と次行に記されるkuVana，　tsarpgina，　koyima［φh］inaについて，　Burrowは穀物

　　（ar獄a）に関わる形容詞句もしくは徴税された穀物に関連するものと考えている［L．　K：h．　D．：84，

　　96〕。ここではBurrowの解釈を採用したが，これら3っの単語とapanaの位置が，微妙に離れ

　　ているのは不艶然に思われる。これら3つの単語が，薩葡のparkutenaと同じように，すべて

　　lOC．　sg．の形をと？ていると考えられるならば，それぞれを人名とみることも可能と思われる。こ

　　れについてはさらに検討を加えるべきであろう。なお，ku》anaについては，山本1998：107も

　　参照されたい。

23）Carpdri，　ka職a甲taについては，　T．　K：h．　D．：50　No，272　Noteに従って，2．単語として訳しておく。
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　　　　また，王国の人々はそちらで古い負債について，お互いに

　　（9）　sParasya　sutha　vih．depedi　ede　samydhae　jaipna　varidae　hotu　ma　imci　dararpnagena　ja－

　　　　rpnasya　upederpti　yarp　kala　khotarpnade　yogaekema　bhavisyadi　rajya　sthi＄yadi　tapa

　　　　kala　Sodhesyarpdi　avi　ca　gruyadi　yatha　atra　cojhbo　sopajakena

　　　　葬常に悩んでいると聞いている。これらの欝める人々は防ぐべきである。負債を持つ人々を

　　　　悩ませることを。Khotanから平穏がもたらされたとき，王国が平穏なとき，その時に支払

　　　　われるべきである。そしてまた，そちらではCojhbo窟Solplakaに，

　　（10）　afooVae　ajhate　jarpna　sutha　abomata　karerpdi　taha　na　larl｝caga　lcarepadi　ekisya　etasa

　　　　raja　picavidemi　na　sarvajamnasya　rajakaryani　kartavo　idovadae　na　bhuya　abomata

　　　　kartavya　yo　mapanuga　cojhbo　sopajakena　abomata　kariSati　se　marpnuSa

　　　　蕎能な高貴な人々がまったく従順でないと聞き及んでいる。そうすることは正しくない。こ

　　　　の地方を［彼］一一一一一人に委ねた。如何なる人々も王国の問題をなすべきでない。今よりは，か

　　　　の男に再び不従順であってはならない。Cojhbo官So覇akaに不従順をなすその男は，

　　（ll）　iga　rayadvararpmi　visajidavo　iSemi　nigraha　labhisyati

　　　　ここ嘉元に送るべきである。こちらで処罰が下されるだろう。

　　　　mase　10　1　divase　10　3

　　　　11月　13｝ヨ

　　［Rev．］

　　　　［cojhbo　sorp］jakasa　dadavya

　　　　C◎lhbo窟So甲lakaに与えるべし。

　この皮革文書では，Cojhbo官Sopajakaにはさまざまな職掌を課せられている。警護の問

題Khotanからの情報の収集及び報告，葡萄酒や穀物の徴収，伝令に際する経費の処理，人々

の負債の問題など，実に幅広い責務を担っていたことをうかがわせる。ただしその弊害を嫌

うためか，当地の人々がSOIpjakaに対して非協力的であったようで，その状態について改善

を要求している点は興味深い。しかし，いずれにせよ，Colhbo宮の職にあったSOipjakaが

多くの職養を担い，大きな権限を与えられていたことは間違いないと思われる。このように，

Cojhbo富の職にあった人物には，かなり大きな権限が与えられた場合がみられ，そのことは

Cojhbo官の社会的地位の高さをうかがわしめるのである。実際に，　Colhbo宮の社会的地位

の高さを推定させる事例はこれ以外にも存在する。例えば，Colhbo官の一人としてKunala

という人物がいる。Cojhbo官としてのKunalaは木簡No．022［Kh．1。1：8］にもみられ

たが，この人物は矩形木簡No．　e25［K：h．1。1：9］や矩形木簡No．305［Kh．正．1：　i12〕で

Kalaという称号が冠されて登場するKunalaと岡～人物と考えられる。　Kalaは，矩形木簡

No．622［Kh．1．　ll：235］や矩形木簡No．・634［Kh。王．簸：238］で，　Kalaが冠されているPu

panaba王aがmaharayapu士raと称されていることからtprince’を意味すると考えられて

いる［L，Kh．　D。：82］。　Kala宮がCojhbo官となる例としては，その他にもRutraya（長方
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民木簡No。112［1くh．王．1：43］，長方形木簡No．147［Kh，　L　I：58－9］，長方形木ee　No．

169［Kh。1．1：67－8］，棒状木簡No．210［Kh．1．1：82－3］）があげられる。

　しかしまた一方で，轡記の職掌を持つ官であるDiViraがCojhboとなる例も存在する。

例えば長方形木簡No．086［Kh。王。1：33肇，矩形木簡No．127［K：h．1．1：49］でColhbo宮

として登場するNgacaは，撰形本心No．090［K：h．1．1：34］でtivira嬉acaとして，また

矩形木簡No、93　N　3　xB［報告書：R166－9］でdivira　hgacaとして登場する。またN餉ca

は長方形木簡No．133［Kh．1．1：53］では，

　　［Obv．］

　　（　1　）　bhataragasa　priyadarSanasa　priyapitu　cojhbo　lbipeyasa　padayo　ftgaca　girea　podeti

　　　　憲たる見冒麗しき勝れた父たるColhbo窟L亟peyaさまの足下に。　Ngacaは叩頭して

　　（2）divyaSarlra　arogya　salppre§eti　baho　Sadani（以下略）

　　　　御身の健やかならんことを数百度お贈りいたします。

とあり，また長方形木簡No。552［Kh．1、嚢：202］では，

　　［Rev．］

　　（　1　）　bhataragana　priyadarganana　priyapitu　sothaipgha　IPipeya　divira　sodaya

　　　　主たる見目麗しき勝れた父たる§o撫a恥gha窟L亟peyaさまとDivlra富Sodayaさま，

　　（2）　IPimsusa　ca　padamularpmi　hgaca　Sir6a　podempti　namakero　lcareti

　　　　LPimsuさまの足下に。　N垂aca　es　rlP点して，

　　（3）divyadhatu　arogya　sa甲pre§e離i　bahu　a§imatra　（以下略）

　　　　　ご健康の健やかならんことを無蓋にお贈りいたします。

とあって，「priyapitu勝れた父たる」という表現がみられることから，　Kh．　L　IL　343では

LPIpeyaの息子であるとされている。しかし一方で矩形木簡No．569［Kh．王．　ff：209］では，

　　［Cov．　一tablet．　Rev．］

　　（　1　）　lihidaga　mahi　soiharligha　lu；hu　putra　divira　figacasa　rnahatvana　aRatena　kunita　stri

　　　　［この書簡は］私，§o嶽a！pgha窟L頃huの患子，　Divira密N顧caが書いた。　mahatvaた

　　　　ちAnatena，　Ku負ltaの女

　　（　2　）　tsirpnaae　gramar￥ina　budhilasa　cesa　aje＄arpnena　Sada　var＄a　pramana

　　　　Tsi甲naae，沙門Budhilaとの願いにより。［奮効期限は］蕎度の雨期〔分である］。

とあり，ここでは明確に「So街a恥gha窟Lu蜘雛の慰子たるDivira富N奮aca」と記されて

いる。この例からみれば，priyapituという表現もまた敬意をあらわす言い回しであると考

えられよう。しかし，いずれにせよDivira官NgacaがLu恥uの患子であってLuthuが

Cojhbo密として登場する人物のうちの一一人であるという事実は興味深いものといえよう。

これらのことはDlvlraの職掌が重視されていたであろうこと，父子ともにCojhbo窟とい

う官職についた事例もあったことを示すからである。Colhbo官として登場する人物が

Diviraという富職にあった例として，この他にもBudharaこ撮（矩形木簡No．330［Kh、1．
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1：120］，矩形木ee　No．348［Kh。1．1：126－7］，矩形木簡No．415［Kh．1．1：148－9］）

をあげることができる。

　以上のように，カm一シュティー文書にみられるCojhboたちには様々な職掌が負わされ，

その任に当たっていた人物は社会的な地位も高かったと考えられよう。では，こういつた社

会的地位も高く，重要な職掌を損っていたと考えられるCojhboを，主簿に比定することは

妥当であろうか。カv一シュティー文書にみられるCo獅bo密の担った職掌は，前節でみた

主簿が司るとされる職掌を含んでいると思われるが，先に引用したカm一シュティー文書に

もみられたように，Cojhbo窟の担った職掌や社会的地位は主簿のそれとは，やはり翻鮪を

生じているように思われる。

　では，仮に主簿の音聾がNiya　Pkt．に借用されてCojhboと称されるようになったと考え

た場合，その導入の時期は何時であったのだろうか。これに鯛してAtwoodの指摘は興味

深い。Atwood　l991：176はカv一シ＝ティー本簡にみられる宮職について，

　　The　chief　official　of　the　province　was　the　great　governor　［Cojhbo］　（g　272），　or　before

　　then，　in　the　time　of　kings　Pepiya　and　Ailigoka，　the　elder　（kitsaitsa）

　とし，Colhboという官職が白魔王国の各地方における長宮であったと理解する一一

方でKitsaitsaという窟職がPep圭yaとA　rp　gokaの時…期において各地方の国憲として

存在したのだと理解するのである。彼によれば，Kitsaitsaという称号を持つ人物は3入

であり，Mahiriの紀年を持つ文書にはわずか1例しかKitsaitsaは登場しないという

［Atwood　1991：164］。また，彼はAtwood　199圭：195－7Appendix豆において，　Maha卑ta

Colhboという称号が冠せられる6人の人物の聴期を紀年文書によって特定し，それらの

人物の活動時期がMahiriからVa§manaの治世にあたることを述べている。このAtwood

の研究をふまえるならば，主簿がNiya　Pkt．　X　Cojhboという形で借用された時期は

Mahiri以前のある時期ということになろう。従来の研究成果をふまえるならば，それは

鄭善王国の王の称号に「Jit斑pgha侍中」が導入された以後であるはずだから，侍中の導

入以後，Cojhboという窟職名が使用されたということになろう。とすれば，この考えは

Cojhbo＝主簿説を襲付ける根拠ともなり得る。しかし，　Atwoodの旛摘は不十分である。

確かにmaha卑taもしくはmahaを冠した称号を持つCojhbo官たちの年代はMahiri

からVa§manaの聴期にほぼ特定できる。しかし，　maha単ta一／maha一の冠せられ

たColhbo蜜の一一人であるSorpjakaが記載されている紀年文書にA卑goka　20年のも

の（木簡No．582［K：h．1，　H：217－8］）があるし，それらの6人以外にも，　Alpgoka　6年の

紀年文書　（木簡No．581［Kh．1，　H：216－7］）にはCojhbo窟Varpaが記載されている

のである。その他にもMahiri以前の紀年文書のうち，7点の文轡にCojhbo窟が記載され

ている　（本稿Appendix．1参照）。このことは，現存のカm一シュティー文書では，侍中の

称号がNiya　Pkt．に導入される以前に，　Cojhboという官職名がすでに使用されていたこと

を意味している。それだけでなく，CojhboとKitsaitsaが併出する例も存在するのであ
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る24）。Atwoodはmaha離a一／maha一　Cojhboの称号を持つ人物たちの活動時期がMahiri

以後の治世にあたるというが，そもそも紀年を有する現存文書のうちの半数以上がMahiri

とVa＄manaのものであることをも考え合わせるならば，地方を管掌する支配権を持つ坐職

がKi£saitsaからCojhboへと移行したとすることには闘題が残ると思われるのである。

　以上，これまで述べてきたことから考えると，カm一シュティー木簡に登場するCojhboの

担っていた職掌と，主簿の組っていた職掌には若干の違いがみいだされ，その社会的地位につ

いても隔たりがあるように思われる。また，その導入の時期についても翻鶴が生じるのであ

る。仮に，その職掌や社会的地位は考慮されずその音締だけがカur・一シュティ一文書すなわ

ちNiya　Pkt．に導入されることになったと考えたとしても，ニや遺跡周辺から主として収集

されているカm一シュティー文書の年代と，主として楼蘭周辺から収集されている漢文文書

の年代が重なっており，それぞれにCojhbo，主簿という筥職が登場しているのであるから，主

簿は名称だけでなくその実際的な職掌も当地では認識されていたと考えるべきであろう。ま

た導入の時期についても，待中識∫lt繊pghaの称弩がNiya　Pkt．に導入されたArpgokaの

17郊以後であるべきだろう。にもかかわらず，Cojhboという官名はA環goka　17年以筋か

らカU一シュティー文書には現れているのである。とすれば，主簿の持つ音価だけがカm一

シュティー文書に導入されCojhboと音写されたと考えるのは困難と思われるのである25）。

24）Kitsaitsa官とCojhb◎宮の併出する文書は，例えば短形木簡No．436［Kh．1灘：158］，矩形木
　簡No．437［Kh．1．　ll：i59］，襖形本簡No．561£Kh．　L　ll：206〕，矩形木簡No，571£K：h．1．　ll：

　210－1］，矩形木簡No．579［Kh．1．　H：215］，矩形木簡No．581［K：h．王．　R：216－7］，矩形木簡

　No．582［Kh．1．　ll：217－8］，二形木簡No．671［Kh．1．　R：253］（本文中に引用）などをあげる

　こ：とができる。また，AtwoodはKitsaltsa窟の出現する事例がMahiri以後年端になくなるかの
　ようにいうが，上記の併出文書のうちNo．436にはSamasenaが，　No．561にはYitakaが，　No．

　582にはSo廟akaがColhbo富として登場しており，彼らのColhbo窟としての時期を考えると
　これらはMahiriの蒔期以後のものである可能性が高いのである。

25）ただし，すでに山本1998：27－8でも指摘されているように，『後漢翻西域伝　予言国恩には，カ

　ローシュティー文書中にKhemaとして詑載される拘彌国の王成国の属官として鑑簿が登場する。

　　順帝の永建六年，配賦王事前待子を遣りて閾に詣りて蕊献せしむ。元嘉元年，長吏趙評干麗に

　　在りて纏を病み死す。評の出迎喪して，道を絢彌に疑る。拘彌王成國干魔王建と素より隙蕎り，

　　乃ち評の子に語りて云く，「子鷹帯刀醤をして毒筆を持ちて編申に著らしむ。故に死に致るの

　　み」と。評の子之を信じ，還りて塞に入り，以って敦焼太守山達に告ぐ。明年，王敬を以って
　　代えて長吏と爲し，達は敬をして其事を隠籔せしむ。敬先に拘彌を過ぐ，成鐵復た説きて云く，

　　「三鷹幽人我を以って王と爲さんと欲す，今重罪に因りて建を諌すべし，干騰必ず服さん」と。
　　敬功名を立てんことを貧り，且く成幽の説を受け，忌みて予趨に到り，供異を設けて建に請い

　　　て，陰に之を綱る。或は敬の謀を以って建に告ぐも，建信ぜず，ffく「我は無罪なり，薫長野

　　何漁れぞ我を殺さんと欲す」と。旦臼，血豆驕数十人を從へ敬に詣る。坐定まり，建起ちて行
　　酒す。敬左右を吃して之を執えんとすも，吏士並びに建を殺すの意無し，宮驕悉く突回するを

　　得。時に成國の主簿秦牧羊に随いて愈に在り，刀を持し出でて繍く，「大事巳に定る，何翔れ
　　　ぞ復た疑わん」と。即ち憾みて建を斬る。……

　　　　　　　　　　　　　　　　『後漢書』巻八十八　剛域伝　予麗國條（中華醤局本による）

　　これによって，梅醤拘禰國，灘ちカx一シュティー文書にいうKhemaに主簿がいたらしいこ
　とは推察される。このことは精気，且末などといった郷善国の各地にも主簿がいた可能性を示唆
　し，当時の学道の状況を示すものとして興味深いものではある。しかしこの『後漢書』の記述が，

　Colhbo＝壷簿を支持するものでは決してないことには注意が必要であろう。
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お　わ　り　に

　以上述べてきたことをここでもう一度まとめておきたい。従来から，カV一シュティー文

書にあらわれるCojhboという官職名については，イラン系書語からの借用語であるという

見方が存在した。近年においては，それに加え主簿という官職名が漢語からの音写であると

いう見方が提出されている。実際，楼蘭地域を中心とした地域から収集されている漢文文書

には主簿という窟職名を持つ人物たちが登場しており，それらの間に何らかの閣連を想定す

ることは可能かも知れない。しかし，カローシュティー文書の内容を検討すると，その見方

には問題があると考えられる。カローシュティー文書においては，Cojhboたちは様々な職

掌を負わされ，その任に当たっていた人物は社会的な地位も高かったと考えられる。彼ら

Cojhboという官職にあるものが担っている役割や社会的地位は，主簿の覆っていたそれと

は三盛がある。また導入の時期などから考えても，Cojhboと主簿を同一視することは園難

と考えられる。従来からいわれているイラン系の言語から借用されたとする見方を否定する

には，やはり問題が多いと思われるのである。

　ニや遺跡を中心とした地域から収集されているカU一シュティー文書と，主に楼蘭地域か

ら収集されている漢文文書との関係は，これまではあまり深く追求されていない。その理由

の一つには資料上の問題があると考えられるが，今後はカローシュティー文書と漢文文書を

愈々に考えるのではなく，相互の関係なども視野に入れて考える必要があると思われる。そ

ういった作業を通して，この時期における東西交流の実態がより具体的な形で理解できるよ

うになると考えられるのである。

附記　本稿脱稿後，冨谷釜編著『流沙出土の文字：資料　　楼蘭・尼雅文書を中心に一』（京都大

　学学術出版会，2GO1年）が刊行された。少なからぬ承唆に富むが，すでに出稿していたため残

　　念ながらその成果を本稿に反映させることができなかった。大方のご寛恕を乞う次第である。
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Appendix，王　Colhbo官の登場する紀年文書

紀　　年 登場するColhbo禽 木簡No．

A憩goka　　6奪 Varpa 581

A卑goka　　9奪 Lustu 579

A琢goka　　　17年 Kuウi負eya 571

A環goka　　20年 So膿jaRa、　Vana甲ta§a、　Suryam至tra 582

A卑goka　　23年 Lustu 327

A卑goka　　26無 A1⇒aya、　Da（∫ava玉a 709

A卑goka　　31年 Jiva話ama 506

A単goka　　32奪 Ka夏pciya 592

Mahiri　　4奪 Sorpjaka、　Vana導ta§a、　Suryamitra 582

Mahiri　　篠葎 Sαplaka 584

Mahiri　　？年 So両aka 732

Mahiri　　7年 SoIplaka 415

Mahiri　　7年 Solplaka 573

Mahiri　　三1隼
BlmmaseBa　　．　　　　　　　　　　　一 570

Mahirl　　11年 So卑jak：a、　Bi甲bha§ena、∫ayatrada 578

Mahiri　　三1年 SO切aka 568

Mahiri　　王1年 Sαpjaka 637

Mahlri　　王3年 So甲jaka 569

Mahiri　　王7無 Ta聡laka、　Ko玉かisa、　Cakvala 575

Mahlri　　王7年 ’Sa鵬a§eτ1a、　Pgoa 593

Mahirl　　三9年
’Samasena　　　　冊 436

Mahiri　　20年
’Samasena　　　　一 577

Mahiri　　21隼 Yitaka（？）、　Vuk：to 322

Mahiri　　21年 Yitaka、　Vukto、　Namarasma 576

Mahiri　　22庫 Sorplaka 222
Vas孤a戦a　　6年　　「 Kranaya 767
Vasraana　　　8奪　　■ Larsu 343
Vasmana　　　　9年　　． LarSU 345

1輩drasena、　K：irti舌a血a、　Takra、　Mitrapala 318
Vasrna職a　10年　　， Larsu 401

Vas環a鷺a　　10年　　．

Narp晦ala 畦78

　　　　　　　　　　　　　　　Appendix．2　本文引用カローシュティー文書の注記

フ郵f醤蚕No．67王

vaiaga　Skt．　Palaka　m．　ta　guarding，　protecting’　［L．　Kh．　L：119］

triRa　tre　Gen．　Pl．　Skt．　tri　［L　1〈h．　1．：g　89］

sarpvatsari　Loc．　Sg．　Skt．　Sarpvatsara　m．　a　full　year，　a　year　［L．　Kh．　1．：　g　58］

paeavara　（＝　paeevara）　’food，　provisions’，　as　is　clear　especia11y　from　5e5　tsugenampma　satu

　　　　　　milima　2　hhi　10　4　！　mafea　lehi　4　1，　havasii　1　；　Paievara　Pim．　da　milima　3　chataga　！，　tena　tsu－

　　　　　　gena2？zma　gi〈a．　．．　．．　Here　clearly　Pac”evara　is　the　general　term　’foed’　in　opposition　to

　　　　　　the　particular　kinds　of　food　enumerated，　just　as　chataga　（＝：　chadaka）　Cciothing’　is　in　op一
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　　　　　　position　to　the　particular　garment　mentioned．　．　．　．　．　Etymology　uncertain，　but　a　connec－

　　　　　　tion　may　be　suggested　with　the　Sogd．ρボβヂfood，　pr◎visions’Or圭ginal　pαθya◎一r・

　　　　　　tfood　for　a　journey’，　cf．　Skt．　Pditheya一　［L．　KLh．　D．：le2］

girpnidavo　Skt．　gyihita　／　V－grah　｛to　size，　take’　Ger．

kitsaitsa　’ sitle．　The　hitsaitsa　was　of　very　high　rank，　often　being　mentioned　along　with　halas

　　　　　　　（581，　606，　640，　etc．），　alse　with　tasuca　（495，　648）．　The　functions　of　the　kitsaitsa　were

　　　　　　of　a　judical　nature　（eg．　495，　581，　606，　719，　730）．　Cennected　possibly　with　Toch．　B．　htsai－

　　　　　　tsarie　‘ageL　The　meaning　“elderZ　i．　e．　rnember　of　a　sort　of　council　of　elders，　would　be

　　　　　　quite　appropriate．　［L．　Kh．　D．　：　82］

dadavo　Skt．　，fntda　‘to　give’　Ger．

木簡No．　G28

mahanuava　Skt．　mahanubhava　mfn．　’of　great　might，　mighty，　high－minded，　＆c．’　nuava

　　　　　　Apparently　short　for　mahanuava　＝：　mahdinubhava　（royal　title）．　Less　likely　an　inde－

　　　　　　pendent　（Ron－IRdian）　title．　［L．　Kh．　D．：101，　g　28］

maharaya　Skt．　maharaja

lihati　（＝：：　likhati）　Skt．　f”likh　“to　scratch，　scrape，　write，　inscribe’　pres，　3　ed，　sg．

toiliga　An　official．　ffe　comes　among　the　list　of　officials　who　are　qualified　as　aihade　’noble’　or

　　　　　　’free’　（436）．　His　functions　were　closely　connected　with　those　of　the　cojhbo．　．．．　These

　　　　　　functions　seem　to　have　been　most　closely　connected　with　camels　and　horses，　and　the

　　　　　　conveying　of　things　frorn　one　part　of　the　kingdom　to　another．　［L．　Kh．　D．：95］

matra　（＝＝　mantra）　tspeech，　sacred　text　or　speech，　a　prayer　or　song　of　praise’

deti　Skt　Nr’р＝@’to　give’　pres，　3　ed，　sg．

＄aca　’namely’　［L．　Kh．　D．：i28］

yahi　’when’　［L．　Kh．　D．：65　g　131］

kilamudra　’wedge－seal’　i．e．　wedge－shaped　wood　on　tablet　with　the　royal　seal　on．　CL　Stein，

　　　　　　Ruins　of　A　ncient　Khotan，　p．　368．　［L．　Kh．　D．　：　83］

eSati　Skt．　V’aS　’to　reach，　come　to，　＆c．’　fut，　3　ed，　sg

pratha　“forthwith，　at　once’　from　Skt．　praNf－stha．　［L．　Kh．　D．：　107，　g　91］

kala　Title．　lt　may　mean　Cprince’　because　hala　Pu？？zfiabala　is　called　nzaharayaputra　622，　634．

　　　　　　　About　ten　halas　are　mentioned．　Prof．　Thomas　has　suggested　that　it　is　the　same　word

　　　　　　　as　appears　as　kara　in　lewfula　kara　kadPhises　on　the　coins　of　that　monarch，　while

　　　　　　guSura　＝＝　kujula．　The　identifications　are　exceedingly　probable，　although　the　phonet－

　　　　　　　ics　are　not　easy　to　exp｝ain．　On　the　other　hand　tities　iike　these　are　liable　to　be　borro－

　　　　　　　wed　from　kingdom　to　kingdom，　undergoing　phonetic　changes　en　route．　［L．　Kh．．　D．：

　　　　　　　82i

kulola　（＝＝　Skt　kulala　（a　wild　cock，　an　owl’？　）　The　terrn　kulola　applied　to　an　individual
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　　　　　　occurs　enly　here　and　its　meaning　is　unknown．　［T．　Kh．　D．　：　7　No．　28　Note］

cavala　tquickly’　［L．　Kh．　D．：89，　g　90］

leharaga　（：＝　lekhahara）　Slgt．　lekhahara　or　一haraka　m．　’a　letter　carrier，　the　bearer　of　a

　　　　　　letter’　［L．　Kh．　D．：　g　llO］

gami＄ati　Skt．　V”’gam　’to　go，　move，　go　away，　set　out，　＆c．’　Future　The　ending　一z’s．yati　（一

　　　　　　iSati）　is　usualiy　added　to　the　present　base，　but　we　find　gamisiati　beside　gachis．yati．　［L．

　　　　　　　K二h．D．：§99］

hastami　Skt．　hasta　m．　’the　hand，　to　take　into　the　hand，　get　possession　of’　loc．　sg．

visajjdavo　Skt．　vifsyj　tto　send　or　pour　forth’　Ger．　The　two　forms　vis“alLand　vz’smard一　are

　　　　　　　used　indiscriminately　［L　Kh．　D．　：　122］

木簡No．022

so￥harpgha　（ma－s．　otharpga）　An　gEficial　in　the　royal　administration　charged　with　keeping

　　　　　　　the　accounts　of　taxation　and　royal　property　（camels，　etc．），　’tax－collectorL　Such　in　gen－

　　　　　　eral　seems　to　have　been　the　nature　of　their　functions　to　judge　frorn　the　allusioRs

　　　　　　　which　oecur．　．　．　．　Frorn　this　it　ls　quite　clear　that　the　sogha7？2ghas　were　engaged　in　collect－

　　　　　　　ing　commodities，　wine，　etc．，　paid　as　tax　：　also　that　they　were　appointed　by　the　local

　　　　　　c励bo，　the圭etter　being　addressed　to　c（り’hbo　Somjaka．　The　office　was　nearly　related　to

　　　　　　　that　of　divira　tscribe’．　［L．　Kh．　D．：　127－8］　Prof．　Thomas　suggests　that　this　word　may

　　　　　　　be　Tlbetan－so　’military　guard’and　tham　tchief’；cf．　Fest．ノdc．，　p．51．［Kh．1．皿：374］

　　　　　　　［Bailey　1949　：　123　一　6　］

ahuno　（＝＝　adhuna）　lnd．　Catthls　time，　now’　［L．　Kh．　D．：4e］

dutiyae　The　form　is　always　used　in　dutiyae　：’dabtyayd　in　the　phrase　dutiyae　gam一　’to　go　as

　　　　　　　an　envoゾ［L．　Kh．　D、：98，§67］

garpdavo　（＝＝　gamdavya）　Skt．　VMgam　’to　go’　Ger．　［L．　Kh．　D．：87，　g　46］

arivaga　Probably　meaRs　‘guideZ　The　an’vaga　is　frequently　mentioned　as　conducting　envoys

　　　　　　　to　Khotan．　．　．　．　Etymology　uncertain．　Prof．　Thornas　suggests　Skt．　a7paka一，　i．e．　through

　　　　　　　＊a吻α々α一with　svarabhakti，［L．　Kh．　D，：76－7〕

sveyam　eva　（＝：　svayam　eva）

uta　Skt．　ustra　’a　camel’

ma　i恥ci　i？？zci　in　the　phrase　na　i那ci　も鳶ot　at　alY　（also　ma勿zcのis　out　of観解。乞．　The　omission

　　　　　　　of　the　fe　is　due　to　its　beiRg　attached　enclitically　to　na　（ma）．　．．．　［L．　Kh．　D．　：　g　84］

vitha！｝a　？keeping　back’　vi土hida：（vithiSニソati，　causative　vithαvide｛頭，　etc．，　verbal　noun　vithαna）．

　　　　　　　　＝Skt．　viV－6tha　’to　keep　back’　lt　is　remarkable　that　the　dental　th　a｝ways　appears．

　　　　　　　It　must　have　been　reintroduced　from　the　simple　verb　thiyati．　Tke　meaning　is　always

　　　　　　　active　in　the　sense　of　‘keep　away　from，　hold　back　from’，　not　only　in　causative　vithav

　　　　　　　一，　but　also　regularly　in　the　simple　verb　vithi一．．．．　［L．　Kh．　D．：120－1］
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kartavo　Skt．，fntky　’to　do，　make，　perform，＆c．’　Ger．

yatha　yatha　with　the　indicative　is　regularly　used　in　introducing　quoted　speech，　the　text　of　a

　　　　　　complaint，　etc．　．　．　．　yatha　may　be　alse　used　meaning　’as’，　in　which　case　it　usually　takes

　　　　　　　the　optative．　．．　［L．　Kh．　D．：l13，　g　13e］

purviga　（ww　purvika）　Skt．　pttrvaka　mfn．　Cearlier，　former，　previous，　prior，　first’

dutana　Skt．　data　m．　Ca　messenger，　envoy，　ambassador，　negotiator’

saipmana　Skt．　sammana　in．　Chonor，　respect，　hornege’

cipadidaga　cimd：＝　cint一　lt　is　used　in　the　sense　of　’reclconing’　or　’assessing’　the　amount　of

　　　　　　tax．　［L．　Kh．　D．：89，　g　46］

　　　　　　：＝：upa？？zte　’in　the　presence　of，　near，　with’．　Khotanese　bendi．　lllustrations　of　its　use　are

　　　　　　546　ogu　bhimasenasa　va？？zti　garahis．　yama　“We　will　make　a　complaint　before　the　ogu

　　　　　　Bhimasena’　＆　c．　［L．　Kh．　D．　：　118］

anada　Seems　to　meaR　’carefully，　well，　properly’．　lt　occurs　regularly　in　certain　stock　phrases，

　　　　　　e．g．　1，　etc．．．．　lt　is　perhaps　the　same　word　as　Saka　dnata　‘kept　preserved’　（iR　the　Saka

　　　　　　version　o’f　the　suvarnaPrabha－sa－satra　［L．　Kh．　D．：73－4］

pruchidavo　Skt．　i［’ 垂窒≠モ?　Cto　ask，　question，　interrogate，　ask　after，　to　seek，　＆c．’　After　P　we

　　　　　　get　ru　in　pruch一　（Proch一），　though　also　Prz’cha，　Part’Prt’chati．　Ger．　［L．　Kh．　D．：108，　g　5］

yadl　ind．　（in　Veda　also　yadi，　sometimes　yadi　cit，　yadi　ha　vai，　＆　c．）　rif，　in　case　thaV　With　Op－

　　　　　　tative：yadi　anyzriatha　siyati　tlf　it　is　otherwise’　．．．．　With　Future：165　yati　tade　Purima

木簡No．564

vimfiaveti　’to　mal〈e　known，　declare，　report’　Skt．　vi｝r’ 鰍?ｉ５　’to　distinguish，　know，　under－

　　　　　　stand　’　Caus．

unidaga　（also　uneyaga，　unidi　（Fem．））．　The　forrr｝s　are　used　indiscriminately，　compare　538　stri

　　　　　　ramasiriae　unidi　gi〈ae　huati　with　542　sa一　kudi　ramasiriae　nama　uneyaga　gi（ae．　：：＝’ad－

　　　　　　opted　（child）Z　The　custom　was　very　prevalent，　since　numerous　documents　refer　to

　　　　　　it．　A　payment　was　made　by　the　adopters　to　the　parents　which　was　called　leulhaihira．

　　　　　　．．．　［L．　Kh．　D．：79－80］

vikrida　（＝：vikrinita）　’sold’　Skt．　viivr－k；r　’to　buy　and　sell，　seli’　The　past　participle　and　its

　　　　　　derivatives　are　as　a　rule　fermed　from　the　present　with　the　help　of　the　vowel　i．　But　a

　　　　　　great　number　of　original　forms　are　preserved．　Often　both　forms　occur．　．．　［L．　Kh．　D．：

　　　　　　　120，　S　107］

ari　＝arya　（？）　arya　certainly　becomes　aya　in　one　place　（see　above），　bue　there　is　a　specifical－

　　　　　　ly　monkish　term．　an’　does　not　seem　to　be　associated　with　any　particular　function，

　　　　　　like　many　of　the　titles，　so　that　a　general　meaning　something　iike　’sir’，　which　arya

　　　　　　might　easily　have，　is　the　most　lil〈ely．　On　the　other　hand　the　term　is　not　applied　to

　　　　　　very　many　people．　［L　Kh．　D．　：　76］

va卑tl
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　　　　　　Pacima　vis：atiisyatu　Pa7？ztha7？zmi　parasa　blzavis．　yati，　tuo　．　．　．　vyosisiaei　’lf　you　dispatch　it

　　　　　　before　or　after　then　and　it　is　stolen　on　the　way，　you　will　pay’　［L．　Kh．　D．　：　i　l3，　g　129］

bhudartha　Sl〈t．　bhatartha　m．　‘anything　that　has　really　happened　or　really　exists，　real　fact’

haehati　ls　used　both　for　siyati　and　bhavis．yati，　c’f．　g　g　4，　99，　100，　The　optative　sense　is　the

　　　　　　more　usual．　The　word　＝＝　Pkt．　acchati．　The　h一　no　doubt　is　frofn　huda，　hodi，　hotu，　etc．

　　　　　　　〔L．K二h，　D．：玉33，§§42，99］

aipnye＄a　Skt．　ajfieya　m’fn．　‘unkowable，　unifit　to　be　known’

木簡No．272

janafl｝da　bhavidavya　Skt．Nfi’sca　（＝＝’，janan），　“to　know’　Ger．　SktYbha，　tto　become’　．．．．

　　　　　　The　active　participles　only　used　in　certaln　stereotyped　phra＄es　and　in　words　that

　　　　　　　have　become　adjectives．　．　．　．　2’ana7？zda，　frequently　in　the　phrase　tiana？？zda　bhavidavo　tyou

　　　　　　　must　｝〈now’　［L．　Kh．　D．：92，　g　IOI］

anati　Skt．　afjfia　tto　order，　command’　ajfiapti　f．’cemmand’

didemi　Skt．　ifi’da　’to　give’　pres．　i　st，　sg．

rajakicaQa　Skt．　rajak；tya　n．　’state　affairs’　gen．　sg．　［L．　Kh．　D．：　g　5］

kridena　Skt．　fk；　’to　do，　mal〈e’　kyta　mfn．｛done，　made’　inst．　sg．

taha　Skt．　tatha　ind．　’in　that　manner，　so，　thtts’

rajakaryammi　Sl〈t．　rajakarya　n．　’a　king’s　duty　or　business，　state　affairs’　ioc．　sg．

ratradivasa　Skt．　ratra　diva　n．　tnight　and　day’　gen．　sg．

osul〈a　Skt．　autsukya　ll．　’aRxiety，　desire，　longing　for，　regret，　zeal　＆c．’

avajidavya　Skt．　avaV－ji　“to　spoil，　win，　to　ward　off，　to　conquer’　Ger．

avi　Skt．　api　tand，　also，　moreover，　besides，　assuredly，　sureiy’

sPasa　（　＝sPasa）　twatch，　watching，　guard’．　Whence　sPasavaopina　tguard，　watchmanl　lranian

　　　　　　　“sPasa　and　“s／）dsaPdina　（cL　Sogd．　sP’s　’service’，　N．　Pers．　sipdis　’thanks’，　both　of　which

　　　　　　　have　lost　the　original　meaning）．　［L．　Kh．　D．；132］

jivita　paricagena　Skt．　fjlv　’to　live，　be　or　remain　alive’　jivita　mfn．　’lived　through　（a

　　　　　　　period　of　time）’　Skt．　paricaya　（pari，r－ci）

raehidavya　Sl〈t．　｝fiffrakg　Cte　guard，　watch，　tal〈e　care　of，　protect，　save’　Ger．

vartamana　ls　used　as　a　substantive　meaning　’what　is　happening，　events，　news’　in　the　phrase．　．

　　　　　　　．．　Pres．　par．　［L．　Kh．　D．：li9，　S　101j

irpthuami　（　：igethuarpmi）　Skt．　ittham　ind．　’thus，　in　this　manner’　［L．　1〈h．　D．：　g　91］

padamulapemi　Skt．　pada　n．　”a　step，　pace，　stride，　＆c．’　Skt．　mUla　n．　tfirmly　’fixed，　a　root，　＆

　　　　　　　c．’　loc．　sg

vixpfiadi－lekha　Skt．　vifjn－a　’to　distinguish，　know，　understand’　Caus．　’to　mal〈e　known，　de－

　　　　　　　ciare，　report’

prahadavya　（＝　prahatavo）　Skt．　praV”dha　’to　piace　or　set　be’fore，　offer，　to　send　out’　＝＝Pradh一
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　　　　　　atavya　’to　be　sent’　from　Prahita　CsenY　［L．　Kh．　D．：le8，　g　116］

adehi　means　’from　you’，　as　contrasted　with　imade　rfrom　usl　［Kh．　1．H　：　330］　“frem　there’　［L．

　　　　　　1く二h．1）．：73，§91］

prahidesi　past，　2　nd，　sg．　prahita：　｛sent’　might　be　either　Prahita　’from　Prahitioti　or　Prahita

　　　　　　from　Pradadhati．　The　gerundive　prahatavo　point　the　latter，　the　meaning　to　the

　　　　　　former．　The　two　verbs　have　probably　become　confused．　［L．　Kh．　D．　：　108］

sarvafiadarthemi　（＝　sarva－jfiatartha）　The　bahuvrihi　hadartha　：＝　dn－dtdrtha　is　treated　like　a

　　　　　　participle　and　we　get　hadarthemi　’1　have　learned’．　past，　1　st，　sg．　［L．　Kh．　D．　：　g　108］

paruvarsa　（　＝　parudvarQa）　’last　year’　［L．　Kh．　D．：104］

uvadae　（：upadaya）　tstarting　from’　Skt．　upadaya　ind．　p．　ttaking　with，　together　with，　in－

　　　　　　　cluding，　inclusive’　［L．　Kh．　D．：　g　102］

paride　prep．　’from’　pan’de，　which　is　veyy　common　always，　takes　the　genitive　and　not　the　ab－

　　　　　　　lative．　［L．　Kh．　D．：　g　92］

s磯ha　＝　su5Shuでvery’。　The　form　must　correspond　to　so臓ething　like＊suSthαm．〔L．　Kh．　D．二

　　　　　　　131］

upagarpgidavya　（＝＝upaSarpgidavo　〈　upagarpghidavo）　Skt．　upafgaftk　“to　suspect，　sup－

　　　　　　　pose，　think’　［L．　Kh．　D．：　g　46］

ityartha　’reported　speech’　As　stated　above　（　g　130）　people’s　words　are　usually　quoted　intro－

　　　　　　　duced　by　yatha．　ln　addition　ityartha　may　be　appended　to　quoted　speech，　or　it　may　be

　　　　　　　given　without　any　special　indication　at　all．　［L．　Kh．　D．　：　g　134］

jarpna　Skt．　jana　m．　’creature，　iiving　beiRg，　man，　person，　race’

asidetha　Skt．　if’as　’to　be，　live，　exist，　be　present，　to　take　place，　dwell，　＆　c’　past，　2　nd．　pl．

gatarpti　Skt．　｝fnv №≠香@’to　go，　move，　go　away，　＆　c．’　past，　3　rd，　pl．　gata　：　As　in　the　modem　lndo－

　　　　　　　AryaR　languages　and　in　Persian，　a　new　past　tense　is　formed　by　attaching　the　person－

　　　　　　　al　endings　to　the　past　participle　passive．．．．．．．．．．．．．．The　3　rd　singular　has　no　termina－

　　　　　　　tion，　the　simpie　stem　being　used　both　for　the　masculine　and　the　feminine　［L．　Kh．　D．　：

　　　　　　　g　los］

niryoga　cf．　No．578　（niryiga）　trelaxation’　［L．　Kh．　D．：101，　S　42］

huda　Skt．　fbh　ff　｛to　become，　arise，　＆c’　past，　3　rd，　sg．

yogaehema　Skt．　yogak＄ema　m．　tthe　security　or　secure　possessipn　of　what　has　been　ac－

　　　　　　　quired，　the　keeping　safe　of　property，　welfare，　prosperity，　＆c．’

lauAgaiipci　Quite　obscure．　May　or　may　not　be　a　proper　name．　native　suffixes　一e2？zci，　一eci，

　　　　　　　一一t’7．nci，　一t’ci，　一ci　is　used　in　making　adjectives　from　place－names　［L．　Kh．D．　：　114，　g　77］

sudha　＝　’onlyL　The　etymology　is　not　clear　［L．　Kh．　D．：131，　g　91］

avaSithe　Skt．　avaivrUgis　’to　be　left　as　a　remnant，　remain’

odidavya　odeti　“let　go，　send　away，　allow’．　．　．　．　The　etymology　is　not　g｝ear．　lt　may　be　connect－

　　　　　　　ed　with　Pali　od4eti　’throw　away，　reject’　and　oa4eti　meaning　’to　set　or　lay　a　snare’
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　　　　　　　（Pdisa）．　Ger．　［L．　Kh．　D．：8i，　g　99］

bhuya　’again’　also　bhui，　buo　377，　and　bhiyo　＝＝　Pali　bhiyyo　579．　［L．　Kh．　D．：　g　91j

vihedidavya　Skt．　vifheth　tto　hurt，　injur’　vihedeti　＝；　vihethayati　Ctrouble，　molest，　harass’

　　　　　　Ger．　［L．　Kh．　D．：122］

paruvarsarr｝mi　（＝　parttdvar6a）　’last　year’　loc．　sg．　［L．　Kh．　D．：　le4］

Suka　£pithet　of　masu　twine’oピgrapes’（see　s．v。）．　Not＝諏漉α。tax’as　L荘dersぐZur　Geschlc－

　　　　　　hte　des　ostasiatisclten　Tierkreises’，　SPA　W．　（1933），　p．　6　）　takes　it，　because　it　is　used　ex－

　　　　　　　c圭usively　o’f　masu　and　never　of　other　com騰odities，　whi玉e　usual　word　foピtax’isρα塀．

　　　　　　　［L．　Kh．　D．：　125　一6］

masu　’wine’　Ltiders，　’Zur　Geschichte　des　ostasiatischen　Tierkreises’，　SPA　PV．　（1933），　p．　3

　　　　　　　［L．　Kh．　D．：110－1］

sar罫gaiida奮a　Skt。　sa甲V「ka豆　琉。　heap　toge乞her，　co至lect’　PPt．

Sruyati　Skt．　iLgru　tto　hear；　The　passive　is　quite　rare．　lt　is　used　commonly　in　siruyati　tit　is

　　　　　　　heard’　and　vucati　’it　is　said’　pass．　［L．　Kh．　D．：　S　94］

drarpgadhare　cf．　［Stein　19e7　：　367］　drarpga　：　The　question　is　put　there　as　to　whether　the　mea－

　　　　　　　ning　is　noゼofflce，　departme凱，　in　geReral　ra宅her　than¢Fron琶er－watch　sta嫉on，　as

　　　　　　　SteiR　suggested，　or　even　‘toll－house’，　．．　．．　Similarly　dra？？zgadhare　（tr“，　etc．）　means

　　　　　　　people　employed　in　the　government　administration．　［L．　Kh．　D．　：　98－9　］

parie6ina　Skt．　parik＄irpa　mfn．　tvanished，　disappeared，　wasted，　＆c．’　Pan’c－Einavitamti　’they

　　　　　　　caused　to　perish，　used　up’　272　is　formed　from　the　past　participle　passive．　Causative

　　　　　　　［L．　Kh．　D．：　g　le4］

imavarsi　（＝　ima－varsa）　tthis　year’s’　［L．　Kh．　D．：g　82］

sPara　（also　sPura）　＝：’completely’　More　often　in　the　phrase　sarva　sPara　（sPura）　tali

　　　　　　　cernplete’　［L．　Kh．　D．：132］

nisirpcidavya　Skt．　ni，r’sic　’to　sprinkle　down，　pDur　upon　or　into，　infuse，　instil｝，　irrlgate’

　　　　　　　Ger．

1〈uVaRa　Epithet　of　corn　（avzna），　collected　as　tax．　There　are　three　technical　terrns　applied　ln

　　　　　　　this　sense：　feuhana，　koyimai？zahina，　tsa？？zghina　（e．g．　272），　but　their　precise　significa－

　　　　　　　tion　is　not　clear．　［L．　Kh．　D．：84］　，

nihida　Skt．　niir－han　ni－hita　m’fn．’laid，　piaced，　deposited，　fixed　or　kept　in’　Caus．

hutu　（＝：　hotu）　Practically　no　imperative　forms　occur．　Outside　hotu　there　is　only　davyatu，　3

　　　　　　　rd　passive，399　maゼ那。乞vrtagaπ麺dav二yatu　Zet　noセan　old　came王be　given’，　hotu

　　　　　　　（hutu）　is　common　and　is　used　for　both　sg．　and　pl．．．．．　［L．　Kh．　D．：　g　98］

Sighra　karyena　Skt．　Sighra　mfn．　‘quick，　speedy，　swift，　rapid’　Skt．　karya　n．　twork　or　busl－

　　　　　　　ness　to　be　done，　duty．’

gachigati　（＝＝　gachi＄yati）　Future．　seP　forms　are　practically　universaL　．　．　The　a　of　isyati　is　some－

　　　　　　　times　marked　long，　so　that　possibly　it　had　been　lengtheRed　on　the　analogy　of　the　opta一



　　　　　　　　　　　　　職掌からみたカローシュティー文書中のCojhboと漢語の霊簿　　　　　49

　　　　　　tive　［L．　Kh．　D．：　g　99］

nikhalidavo　Skt．　nis｝f－kal　’to　drive　out　or　away’　Ger．

carpdrikamarpta　ln　714　cdimdri　hamamta　occurs　again．　Since　the　two　words　do　not　occur　sep－

　　　　　　arately　we　cannot　be　sure　whether　there　are　two　different　commodities　which

　　　　　　happeR　to　be　mentioned　together　on　the　two　occasions　where　they　occur，　or　whether

　　　　　　it　is　a　compound　expression．　［T．　Kh．　D．　：　5e　No．　272　Note］

rotam　（議rota恥na）　Some　commod玉ty　which　had　to　be　sent　as　tax，295，385，　etc．　curoMa，　anoth－

　　　　　　er　comrnodity　equally　obscure，　is　often　mentioned　beside　it，．．◆．　There　is　an　Iranlan

　　　　　　＊raudana　which　means曜madder’（N。　Pers．7δ：yan，γ⑳ang，　North　Ba166i　ro一（オ勿）．　玉t

　　　　　　might　possib至y　be　that，　but　unless　the　meaning　in　the　Kharo瑛hi　documents　can　be

　　　　　　fixed，　it　naturally　remains　uRcertain．［L．　Kh．　D．：114］

curoma　（croMa，　ciroMα）．　Sorne　kind　of　agricultural　commodity，　sent　as　tax（palpの．　From

　　　　　　264curoMa　pagu　2ヒcuroMa　sheep　2’1t　would　seem　to　be　something　that　is　got　from

　　　　　　sheeP　or　goats　（cheese？）．　［L．　K：h．　D．：90］

puranga　Skt．　purana　mfn．｛belonging　to　ancient　or　olden　times，　ancient，　o至d’

nyvena　（ur　Skt．ηza？）　n．　canything　wanted　or　missed，　anything　due，　ob員gation，　duty，　debt’

　　　　　　lnst，　sg．

parosparasya　Adjectives　decHned　pronominally　are．．．．　Pαrosparasya，　parosparena　τone

　　　　　　another’こし．　Kh．　D．：§§49，88］

vih．（femdi（・・vihe（ぎeti）　Skt．　viゾhe㌻h　cte　hurt，　injury，（worry）’　＝　viheghayati蟹trouble，

　　　　　　斑。互est，　harass’past，3ed，　pl．こし．　Kh．　D．：122］

samrdhae　Skt．　samyddha　mfn．ヒr三ch，　weaithy’〔L．　Kh．　D．：§玉10］

var玉dae　Skt．ゾvri　tto　ward　off，　check，　keep　back，　prevent，　h沁der，　restrain’［L．　Kh．至）．：§

　　　　　　　llO］

dara狙naga　Skt。　dharapaka　mfn　tholding，　containing’　m．¢a　debtor’

upe（罪erpt玉　Skt．　upaV「i　翼to　go　or　c◎me　or　step　near，　apProach，ま）etake，　Qne’s　self　to，　arrive　at，

　　　　　　＆c’

bhavi§yadi　Skt．》一bhU　Future＿Beside－ami　of　the　l　st　singular　there　are　a　few　forms　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　一a：They　are　nQt篇Saur．一is5am　but　mistakes；cf．肋α師5yα109＝　bhavi＄yαti．　IL．　Kh．

　　　　　　　D。：§99］

sthi§yadi　Skt．〉一stha　ヒto　stand，　stan（i　upon，　keep　on，＆c’　fut．

Sodhe＄ya卑di　（＝§odhitavo）　tpays　off’of　6π（lha　Sudha　tcleared　off，　clearing　off’（of　pay－

　　　　　　　ments，　debts，　obligatlons）［L．　Kh．　D．：玉26］

atkoマae　（＝＝atkovaga）　ヒready，　fit（for　work），　capable，　availab至e　（for　use）’The　meaning

　　　　　　　was　first　po1nted　out　by　Prof．　Thomas　inノ1cta　O7．　xii．こし．　Kh．　D．：73，§§37，49］

alhate　Probably＝Av．　digdita，　N．　Pers．　dizdd聖noble’oピfree’，　cf．βSOS．　vii，509．江．　Kh．　D．：73］

abor良ata　（＝abhyavamata）＝＝　used　with々r　in　the　sense　of’disobey，　disrespect’，．．．．［L．　Kh．
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　　　　　　D．：　75，　g　g　41，　le7］

la卑caga　Seems　to騰eaガrlghtly，　prQperly，　adequatelゾ．．．．When　used　in　connectlon　with

　　　　　　paying　taxes，　etc．　it　rneans　‘the　full　amount　due’　［L．　Kh．　D．：114］

picavidemi　（＝＝picav一）　The　same　difficulties　are　against　identifying　it　with　PratyaTP一　as　in

　　　　　　the　case　ofPicara一，　Pratyarha．　．　The　rneaning，　too，　does　not　correspond　exactly．　Skt．　Pra－

　　　　　　tyarP　always　means　’give　back，　restore’　not　simply　thand　over　to’，　which　is　a？Payati．

　　　　　　　［L．　Kh．　D．：105，　g　36］

i（iovadae　efrom　now’Sl【t．1－da　「now，　at　this　moment’（＝ito　uvadae　［報蕾書嚢：16硅一5，

　　　　　　　173］）

nigraha　tpunishment’　［L．　Kk　D．；　101］

labhisyati　Skt．　，r－labh　tto　g6t，　seize，　catch’　fut．　3　ed．　sg．

木簡No．133

bhataragasa　Skt．　bharty　m．　’a　bearer，　chief，　lord，　rnaster’．　Cases　where　r　is　assimilated．．．．

　　　　　　bhaCaraga　’master’　［L．　Kh．D．：　g　37］

priyadarSanasa　Skt．　priya　mfn．　’be　loved，　dear　to，　liked，　favorite，　wonted，　own，　＆c］　Skt．

　　　　　　darga　m’fn．’lookiRg　at，　viewing’

priyapitu　Skt．　pity　’father’

padayo　Their　knowledge　of　Sanskrit　has　induced　the　writers　to　put　in　a　dual　occasional｝y：

　　　　　　ρα碗δ妙α解（Daの288　with　the　e　of　the　p至ura1，　pateyo　722，　padayo　34，97，圭33，頒4¢yo

　　　　　　　498　＝＝　pa－dayolt　［L．　Kh．　D．：　g　66］

gir6a　Skt．　Sirsa　n．　tthe　head，　skuil，　the　ttpper　part，　tip，　top，　＆c．’

podeti　Pali．　potheti　Cto　beat，　strike’

divyaSarira　Skt．　divya－garlra　n．　tthe　body，　bodily　frame，　solid　parts　of　the　body’

arogya　Skt．　a－roga　mfn．　’free　from　disease，　healthy，　well’

sarppre＄eti　Skt．　sam－praV’Mish　（to　send　forth，　throw，　’fling’　Caus．　一shayati　“to　send　a　mes－

　　　　　　　sage　to　（gen．）’

baho　Skt．　bahu　mfn．　trnuch，　maRy，　frequent，　abundant，　numerous，　＆c．’　Declension　oC　［L．

　　　　　　　Kh．　D．：109，　g　71i

Sadani　（＝＝：SatanD　Skt．　gata　［L．　Kh．　D．：g　61］

木簡No．552

namakero　Skt．　Ramaskarya　rnfn．　’to　be　worshipped　or　adored，　venerable’　Sing．　Nom．　Acc．

　　　　　　　．．　．．　Further　forms　which　frequentiy　have　一〇　are　aPrameyo　and　apramego，　namakero

　　　　　　　＝＝　namashaT　ya，．．　［L．　Kh．　D．：　g　53］

kareti　Skt．　Nfi－kr　tto　do’

d圭vyadhatu　Skt，　divya－dhatu　m．　ta　constitue航eleme煎◎r　esse航ial　ingre（iient　of　the　bodゾ

asimatra　Skt．　adhimantha　m．　’great　irritation　of　the　eyes’
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木簡No．569

divira　（：＝：tivira）　tscribe，　writer’．　lranian　loan－word．　M．　Pers．　diPir，　N．　Pers．　dabir．　The　lranian

　　　　　　’forms　show　a　long　i，　se　that　we　may　have　“divira．　On　the　other　hand，　the　word　is　bor－

　　　　　　rowed　into　Sansl〈rit　with　a　short　i，　divira．　［L．　Kh．　D．　：　98］

mahatva　．．．．　tm　becornes　tv　in　mahatva　（an　official　title），　if　that　is　not　＝＝　mahattva．　mah－

　　　　　　atva　tmagistrate’＝＝　mahatma，　Gen．　mahatvasa．　［L．　Kh．　D．　：　g　g　44，　72］

aje＄arpnena　＝radhye“Lhanaydi　’at　the　request　o’f’　［L．　Kh．　D．：　9　g　41，　67］

varsa　Skt．　varsa　’the　rains，　rainy　season，　monsoon’

pramana　Skt．　pramarpa　n．　tmeasure，　scale，　standard，　mesure　of　any　kind　（as　size，　extent，

　　　　　　weight，　multitude，　quantity，　duration）’
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